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60ｍの流しおざんざに子どもたちが笑顔
　大町商工会議所青年部は11月15日、「えびす講」に合わせ、
長さ60ｍにわたる「流しおざんざ」を大町名店街アーケードで
開催。多くの親子連れなどが来場し、温かいつゆで味わいまし
た。「地域活性化のため、みんなが参加し交流できるものを」と
企画。地元特産品のＰＲのためおざんざを使用し、長さ60ｍ
は市制施行60周年・合併10年記念にちなんでいます。
　友達と来た保科司君（西小６年）は「流しおざんざなんて初め
て。流れてくるのを友達と取り合って食べて面白かった」と笑
顔。担当した青年部地域開発委員長の内藤忠治さんは「土台は
テストを繰り返し綿密に計算して作った。みんなの笑顔が見
られて本当にうれしい」と話しました。

主な内容
❷　12/14投票　衆議院議員総選挙など
❻　平成26年大町市表彰式
❽　快適な冬の暮らしを　道路の除雪・排雪
�　新築した皆さんへ　固定資産税軽減の申告
�　年末年始のご案内
�　「おおまちの子」表彰式
�　市民スポーツ祭冬季大会
�　第５回信濃おおまち達人検定
�　平成27年度大町市臨時職員募集
�　生涯学習
�　情報ステーション
�　くらしの案内板
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投
票
で
き
る
人

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人

は
、
平
成
６
年
12
月
15
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
26
年
９
月
１
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
大
町
市
に
お
住
ま
い

で
、
大
町
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

　
26
年
８
月
14
日
以
降
に
大
町
市

か
ら
転
出
し
て
、
転
出
先
市
区
町

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
な
い
人
も
、

大
町
市
で
の

投
票
に
な
り

ま
す
。

投
票
所
と
入
場
券

　「
投
票
所
入
場
券
」は
郵
送
で
お

送
り
し
ま
す
。
投
票
所
入
場
券
の

様
式
は
、
は
が
き
型
で
最
高
４
人

ま
で
記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
家

族
が
５
人
以
上
の
場
合
は
、
は
が

き
が
複
数
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
所
ま

た
は
当
日
投
票
所
に
出
掛
け
る
際

は
、
ご
自
身
の
部
分
を
切
り
取
っ

て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
を
紛
失
や
破
損
し
た
場

合
で
も
投
票
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

　
11
月
21
日
以
降
に
市
内
で
転
居

し
た
人
や
、
そ
れ
以
前
に
転
居
し

て
も
住
民
基
本
台
帳
の
異
動
手
続

き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
前
の
住
所

の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
５
ペ
ー
ジ
に
投
票
所
の
一
覧
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間

　
投
票
で
き
る
時
間
は
、
午
前
７

時
～
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
第
20
～
23
投
票
所
（
八
坂
・

美
麻
の
各
投
票
所
）
は
午
後
７
時

ま
で
で
す
。

投
票
の
際
の
文
字
は
、

は
っ
き
り
と
書
き
ま
し
ょ
う

　
投
票
用
紙
に
は
、
小
選
挙
区
選

出
議
員
選
挙
で
は
候
補
者
名
を
、

比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
で
は
政

党
名
を
、
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う

に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

で
は
、
や
め
さ
せ
た
方
が
良
い
と

思
う
裁
判
官
の
名
前
の
上
の
欄
に
、

×
印
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
や
め

さ
せ
な
く
て
良
い
と
思
う
裁
判
官

の
欄
は
、
何
も
書
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

12月14日日
投票

　
12
月
14
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
衆
議
院
議
員

総
選
挙
は
、
候
補
者
名
を
記
入
す
る
「
小
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
」
と
、
政
党
名
を
記
入
す
る
「
比
例

代
表
選
出
議
員
選
挙
」
が
あ
り
ま
す
。
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、
や
め
さ
せ
た
方
が
良
い
と

思
う
裁
判
官
に
つ
い
て
、「
×
」
を
記
入
す
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
全
部
で
３
種
類
の
投
票
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
　
℡
市
内
線
５
１
１
・
５
０
６
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市
選
挙
管
理
委
員
会（
市
選
管
）

で
は
、
選
挙
に
行
く
た
め
の
交
通

手
段
の
確
保
と
投
票
率
向
上
を
目

的
に
、
期
日
前
投
票
を
す
る
た
め

に
大
町
市
民
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
号
」

を
利
用
す
る
有
権
者
な
ど
に
、
乗

車
券
２
回（
往
復
）分
を
交
付
し
ま

す
。交

付
対
象
者

　
期
日
前
投
票
を
す
る
た
め
に

「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
有
権

者
お
よ
び
障
が
い
が
あ
る
有
権
者

を
介
護
す
る
人
が
対
象
で
す
。
障

が
い
が
あ
る
有
権
者
を
介
護
す
る

人
と
は
、
障
害
者
割
引
料
金
が
適

用
さ
れ
る
人
で
す
。

交
付
場
所

　
市
役
所
東
庁
舎
、八
坂
支
所
、美

麻
支
所
の
期
日
前
投
票
所
の
受
付

交
付
期
間

　
期
日
前
投
票
の
期
間
中

期
日
前
投
票
の
た
め
に
大
町
市
民
バ
ス「
ふ
れ
あ
い
号
」を
利
用
す
る
人
に
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

乗車券の受け取り方と利用方法
2 乗車証明書を受け取る

4 期日前投票をする

「乗車証明書」と「乗車券」の見本

1 期日前投票を申し出る

3 乗車券を受け取る

5 バスを利用する

運転手に期日前投票をすることを口頭で
申し出ます。

期日前投票所の受付で、「乗車証明書」と
「乗車券」を交換します。乗車券２回（往復）
分をお渡しします。

投票後、「乗車券」を使ってバスを利用
します。乗車券は有効期限がありません
ので、いつでも利用することができます。

「乗車証明書」を受け取ります。
このときは運賃を支払います。
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期
日
前
投
票

　
投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投

票
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
仕
事
、
学
業
、
地
域
の
行
事
な

ど
で
都
合
が
悪
い
人

▽
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な

ど
で
外
出
す
る
人

▽
病
気
な
ど
の
た
め
に
歩
行
が
困

難
な
人

期
日
前
投
票
所
の
設
置
場
所

　
期
日
前
投
票
所
を
、
市
役
所
東

庁
舎
、
八
坂
支
所
、
美
麻
支
所
に

設
置
し
ま
す
。
投
票
が
で
き
る
期

間
と
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
市
役
所
東
庁
舎
】

■
日
時
　
12
月
３
日（
水
）～
13
日

（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時■
会
場
　
東
庁
舎
　
２
階
　
東
中

会
議
室
　
※
土
・
日
曜
日
お
よ
び

午
後
６
時
30
分
以
降
は
、
東
庁
舎

１
階
入
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

■
持
ち
物
　
投
票
所
入
場
券

【
八
坂
支
所
、
美
麻
支
所
】

■
日
時
　
12
月
９
日（
火
）～
13
日

（
土
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７

時■
持
ち
物
　
投
票
所
入
場
券

期
日
前
投
票
の
際
の
注
意
点

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
が
で
き
る
期
間
は
、
12
月

７
日（
日
）～
13
日（
土
）で
す
。
そ

れ
以
前
に
投
票
す
る
場
合
は
、
小

選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
、
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙
の
み
の
投
票
と

な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
で

投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。
投
票
用
紙
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
請
求
は
市
選
管

ま
で
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

①
不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に

入
院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人

（
施
設
で
の
不
在
者
投
票
）

　
大
町
総
合
病
院
、
鹿
島
荘
、
カ

ト
レ
ヤ
、
れ
ん
げ
荘
、
虹
の
家
な

ど
、
長
野
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
す
る
不
在
者
投
票
施
設
に
入

院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
人
が
対

象
で
す
。
市
外
の
施
設
に
入
院
ま

た
は
入
所
し
て
い
る
人
も
、
不
在

者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
は
、
施
設
の
不
在
者
投
票

管
理
者
に
本
人
が
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
市
選
管
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
仕
事
な
ど
で
一
時
的
に
大
町
市

を
離
れ
て
い
る
人
（
遠
隔
地
で
の

不
在
者
投
票
）

　
期
日
前
投
票
期
間
中
お
よ
び
投

票
日
当
日
に
大
町
市
に
戻
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
は
、
滞
在
先
（
最

寄
り
）
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　
投
票
用
紙
な
ど
の
郵
送
や
返
送

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
請
求
は

市
選
管
ま
で
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。

③
歩
行
な
ど
が
困
難
で
投
票
所
に

行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
（
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
）

　
歩
行
が
困
難
な
人
の
う
ち
、
傷

病
の
種
類
や
障
が
い
の
程
度
に

よ
っ
て
は
、
自
宅
な
ど
で
投
票
で

き
る「
郵
便
等
投
票
制
度
」が
利
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
該
当

す
る
人
が
投
票
用
紙
へ
の
記
載
が

困
難
な
場
合
な
ど
は
、「
代
理
記

載
制
度
」
も
利
用
で
き
ま
す
。
い

ず
れ
の
制
度
も
事
前
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
市
選
管
ま
で
お
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
等
投
票
請
求
手
続
き
は
、

12
月
10
日（
水
）ま
で
で
す
。

選
挙
公
報
を

　
読
み
ま
し
ょ
う

　
候
補
者
の
政
見
や
経
歴
な

ど
記
載
し
た
「
選
挙
公
報
」

を
、
12
月
12
日（
金
）ま
で
に

新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま

す
。
よ
く
読
ん
で
投
票
し
ま

し
ょ
う
。
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
や
、
大
町
市
に
住
所

が
あ
っ
て
も
仕
事
な
ど
で
市

外
に
お
住
ま
い
の
人
に
は
郵

送
し
ま
す
。
市
選
管
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
市
役
所
本
庁

舎
、
八
坂
支
所
、
美
麻
支
所
、

各
公
民
館
な
ど
に
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

　
体
が
不
自
由
な
た
め
投
票
用
紙

に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
、
遠
慮
な
く
投
票
所
の
受
付
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
投
票
管
理

者
が
、
立
会
人
の
意
見
を
聞
い
て

代
筆
す
る
人
と
立
ち
会
う
人
を
選

任
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

開
票
は
当
日

　
開
票
は
、
12
月
14
日
午
後
９
時

か
ら
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
行

い
ま
す
。

議会棟 本庁舎

正面玄関正面玄関

入口
西庁舎

※投票所は２階東中会議室です

期日前投票所位置図（市役所本庁）

駐車場

駐車場

仁科台中学校

総合情報センター

至西小学校

大
町
高
校

駐
車
場

東
庁
舎
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衆議院議員総選挙

26年12月14日執行の
衆議院議員総選挙などの
投票区および投票所の一覧表
ご自身の投票所を確認の上、ご来場ください。

投票所名 投票区の区域
1 サン・アルプス大町 大町のうち 俵町、不二塚町、三日町、相生町、大黒町

２ 旧大町市勤労者福祉センター 大町のうち 九日町、六九町、堀六日町、十日町、幸町、宮田町、和町

3 大町市中央保健センター 大町のうち 上仲町、下仲町、名店街、八日町、神栄町、東町、山田町、
北山田町、白塩町、下白塩町、五日町

4 大町市役所 大町のうち 旭町、光明町、仁科町、日の出町、高見町、南原町、
東若宮町、西若宮町、桜田町、北原町、高根町

5 大新田町公民館 大町のうち 大新田町、若宮町、昭電第一アパ－ト、鹿島荘、
昭電白馬荘、昭電第二アパート、昭電第七アパ－ト、
昭電第８アパート、昭電第９アパ－ト

6 中原町公民館 大町のうち 大原町、若原町、大原２号団地、栄町、中原町、東中原町

7 海の口公民館 平のうち 加蔵、青木、中綱、エビスマ原海頭、やなば、西海の口、
東海の口

8 大町市女性未来館ピュア 平のうち 稲尾、山崎、森、木崎、外堀、白樺、仁科郷、新郷、
塩ノ原、二ツ屋

大町のうち 居谷里

9 借馬公民館 平のうち 借馬、借馬団地、西原、伝刀組社宅

10 源汲生活改善センター 平のうち 鹿島、源汲、大町温泉郷、中花見

11 野口公民館 平のうち 野口、上原、日向山、秋葉林、れんげ荘、高瀬入、
エコノミスト村、高瀬分譲地

12 泉公民館 常盤のうち 泉、柿の木市営住宅

13 上一基幹センター 常盤のうち 上一、上一住宅、松原団地、近藤紡社宅･寮

14 下一公民館 常盤のうち 下一

15 清水公民館 常盤のうち 清水

16 須沼公民館 常盤のうち 須沼、常盤南住宅

17 西山公民館 常盤のうち 西山、西山住宅

18 宮本公民館 社のうち 宮本、曽根原、閏田

19 館ノ内公民館 社のうち 山下、館ノ内、社団地、松崎

20 大町市八坂支所 八坂のうち 相川、藤尾、大平、梨平、笹尾、矢下、明野、塩の貝、横瀬、
石原、菖蒲、満仲、菅の窪、小松尾、宮の尾、押の田、
切久保南、切久保北、曽山、一の瀬、大塚、小菅、長畑

21 野平生活改善センター 八坂のうち 池の平、二滝、野平南、野平中、野平北、地志原、舟場、
栃沢、上篭

22 大町市美麻支所 美麻のうち 大塩、二重、新行

23 ぽかぽかランド美遊 美麻のうち 青具、千見
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市
の
表
彰
式
は
、
11
月
３
日
の

「
文
化
の
日
」
に
Ｊ
Ａ
大
北
本
所

（
ア
プ
ロ
ー
ド
）で
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
人
や

善
意
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
人
な

ど
19
人
と
２
団
体
に
、
牛
越
市
長

が
表
彰
状
や
感
謝
状
を
贈
り
ま
し

た
。（
五
十
音
順
）

功
労
章
・
表
彰
状

相
澤　

文
人 

さ
ん

（
大
町
）

　
大
町
市
副
市
長
と
し
て
２
期
８

年
に
わ
た
り
市
政
の
推
進
と
発
展

に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方

自
治
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

内
山　

近
雄 

さ
ん

（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
職
業
訓
練
に
携

わ
り
、
優
秀
な
技
能
者
の
育
成
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
大
北
高

等
職
業
訓
練
校
校
長
と
し
て
産
業

社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

青
木　

孝
安 

さ
ん

（
東
京
都
杉
並
区
）

　
全
国
初
の
長
期
山
村
留
学
事
業

を
創
設
さ
れ
、
自
然
と
生
活
体
験

活
動
を
柱
と
し
た
青
少
年
健
全
育

成
の
推
進
と
、
都
市
と
農
村
の
交

流
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

縣　

智 

さ
ん

（
大
町
）

　
民
生
児
童
委
員
お
よ
び
市
社
会

福
祉
委
員
と
し
て
12
年
に
わ
た
り

市
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

安
藤　

武
夫 

さ
ん

（
東
京
都
渋
谷
区
）

　
多
年
に
わ
た
り
市
の
囲
碁
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
専
門
的
な

立
場
か
ら
適
切
な
指
導
と
助
言
を

行
い
、
囲
碁
の
推
進
と
伝
統
文
化

の
普
及
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平成26年　大町市表彰式
市政や文化・スポーツの振興などに貢献された皆さんを表彰
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清
水　

明
子 

さ
ん

（
美
麻
）

　
民
生
児
童
委
員
お
よ
び
市
社
会

福
祉
委
員
と
し
て
12
年
に
わ
た
り

市
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

髙
橋　

正
雄 

さ
ん

（
大
町
）

　
民
生
児
童
委
員
お
よ
び
市
社
会

福
祉
委
員
と
し
て
12
年
に
わ
た
り

市
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内　

正
次 

さ
ん

（
埼
玉
県
鴻
巣
市
）

　
多
年
に
わ
た
り
大
町
図
書
館
に

多
く
の
図
書
を
寄
贈
さ
れ
、
市
民

の
読
書
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

竹
折　

和
人 

さ
ん

（
大
町
）

　
市
交
通
指
導
員
と
し
て
18
年
に

わ
た
り
交
通
安
全
の
推
進
と
交
通

事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も

に
、
市
交
通
指
導
員
会
長
と
し
て

指
導
員
活
動
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

戸
谷　

八
千
代 

さ
ん（

大
町
）

　
市
交
通
指
導
員
と
し
て
26
年
に

わ
た
り
交
通
安
全
の
推
進
と
交
通

事
故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

中
村　

武 

さ
ん

（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
本
部
長
お
よ
び
副
本
部
長

と
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と

社
会
体
育
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

成
澤　

ふ
き
子 

さ
ん（

大
町
）

　
民
生
児
童
委
員
お
よ
び
市
社
会

福
祉
委
員
と
し
て
12
年
に
わ
た
り

市
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

西
山　

芳
男 
さ
ん

（
常
盤
）

　
保
護
司
と
し
て
14
年
に
わ
た
り

犯
罪
防
止
の
啓
発
に
尽
力
さ
れ
る

と
と
も
に
、
大
北
地
区
保
護
司
会

会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
更
生
保

護
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

近
江　

ハ
リ
ー 

さ
ん（

大
町
）

　
水
泳
競
技
に
精
励
さ
れ
、「
２

０
１
４
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水

泳
競
技
大
会
」お
よ
び「
第
15
回
朝

日
新
聞
社
オ
ー
ル
学
童
水
泳
記
録

大
会
」
の
50
ｍ
平
泳
ぎ
で
優
勝
し
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

大
町
市
茶
道
会

（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
市
民
を
対
象
と

し
た
流
派
合
同
に
よ
る
お
茶
会
を

開
催
し
、茶
道
の
普
及
を
通
じ
て
伝

統
文
化
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

金
原　

磨
智
子 

さ
ん（

大
町
）

　
民
生
児
童
委
員
お
よ
び
市
社
会

福
祉
委
員
と
し
て
15
年
７
カ
月
に

わ
た
り
市
民
生
活
の
安
定
と
社
会

福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

栗
林　

聰 

さ
ん

（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
本
の
読
み
聞
か

せ
活
動
を
通
じ
て
子
ど
も
の
読
書

推
進
を
図
り
、
数
多
く
の
読
み
聞

か
せ
グ
ル
ー
プ
の
創
設
や
指
導
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

古
川　

浚
世 

さ
ん

（
大
町
）

　
民
生
児
童
委
員
お
よ
び
市
社
会

福
祉
委
員
と
し
て
18
年
に
わ
た
り

市
民
生
活
の
安
定
と
社
会
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

丸
山　

祥
子 

さ
ん

（
大
町
）

　
市
公
平
委
員
と
し
て
３
期
12
年

に
わ
た
り
市
政
と
地
方
自
治
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

「大変光栄なこと。大町市がさらに発展するよ
う、地域づくりに努めたい」と受賞者を代表し
謝辞を述べる相澤さん

山
﨑　

一
彦 

さ
ん

（
大
町
）

　
多
年
に
わ
た
り
昆
虫
の
採
集
に

努
め
ら
れ
、
市
内
の
催
事
等
で
標

本
を
展
示
す
る
な
ど
教
育
普
及
に

貢
献
さ
れ
、
作
製
し
た
標
本
を
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状

有
限
会
社　

宮
澤
自
動
車

（
大
町
）

　
市
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
深
い

理
解
を
示
さ
れ
、
福
祉
用
車
両
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
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至 木崎湖

至 大町市役所

蓮華大橋雪捨て場
（蓮華大橋北詰め東側）

至 グリーンパーク

至 大町温泉郷 県道槍ヶ岳線

蓮華大橋

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

観音橋

高瀬川

❶

観音橋雪捨て場
（観音橋西詰め南側）

❷

旧野口駐在所

除
雪
作
業

　
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
や
、
緊

急
車
両
の
通
行
確
保
を
最
優
先
に
、

自
治
会
代
表
者
な
ど
と
相
談
し
て

除
雪
路
線
を
定
め
、
業
者
委
託
に

よ
り
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
除
雪
作
業
の
基
準

　
積
雪
が
お
お
む
ね
12
㎝
（
八
坂

地
区
10
㎝
）に
達
し
た
と
き

　
朝
方
は
、
通
勤
・
通
学
に
影
響

が
な
い
午
前
７
時
ご
ろ
ま
で
に
終

了
し
ま
す
。

　
日
中
は
、
交
通
量
が
多
く
な
る

た
め
、
交
通
に
支
障
が
な
い
範
囲

で
作
業
し
ま
す
。

■
安
全
な
作
業
の
た
め
に
ル
ー
ル

を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
路
上
駐
車
は
や
め
て
く
だ
さ
い

▽
敷
地
内
の
雪
は
、
道
路
に
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い

▽
除
雪
後
、出
入
り
口
に
寄
せ
ら
れ

た
雪
の
処
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
短
時
間
で
作
業
を
終
わ
ら
せ
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
出
入
り
口
な

ど
に
集
ま
っ
た
雪
を
処
理
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
各
家
庭
の
出

入
り
口
な
ど
の
確
保
は
、
道
路
脇

に
雪
を
積
み
上
げ
る
な
ど
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
よ
る
除
雪
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
屋
根
雪
の
落
雪
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
落
雪
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
屋

根
に
落
下
防
止
の
措
置
を
取
っ
た

り
、
小
ま
め
に
雪
を
下
ろ
し
た
り

す
る
な
ど
、
落
雪
事
故
防
止
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

▽
水
路
に
は
雪
を
流
さ
な
い
で
く

だ
さ
い

　
水
路
が
詰
ま
る
原
因
に
な
り
ま

す
。
決
め
ら
れ
た
水
路（
流
雪
溝
）

以
外
に
は
、
絶
対
に
雪
を
流
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

■
道
路
除
雪
に
よ
る
雪
寄
せ
場
に

ご
協
力
を

　
機
械
に
よ
る
道
路
除
雪
に
は
雪

寄
せ
場
が
不
可
欠
で
す
。
空
き
地

や
農
地
を
雪
寄
せ
場
と
し
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
捨
て
場

　
市
内
の
雪
捨
て
場
は
、
高
瀬
川

河
川
敷
に
２
カ
所
あ
り
ま
す
。

❶
蓮
華
大
橋
雪
捨
て
場（
蓮
華
大

橋
北
詰
め
東
側
）

❷
観
音
橋
雪
捨
て
場（
観
音
橋
西

詰
め
南
側
）

■
搬
入
期
間

　
降
雪
時
か
ら
３
月
末
ま
で

■
利
用
時
間

　
基
本
的
に
24
時
間
開
放

■
注
意
事
項

　
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、
ご
み

な
ど
の
異
物
を
持
ち
込
ま
な
い
よ

う
に
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
夜
間
の
利
用
は
照
明
が
な
い
た

め
危
険
で
す
。
で
き
る
だ
け
日
中

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

快
適
な
冬
の
暮
ら
し
を

道
路
の
除
雪
・
排
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
冬
の
暮
ら
し
を
安
心
し
て
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
毎
年
除

雪
体
制
を
見
直
し
、
効
果
的
な
除
雪
・
排
雪
に
努
め
て
い
ま
す
。
道
路
の
除
雪
・
排
雪
作
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
維
持
係
　
℡
市
内
線
６
７
８
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排
雪
作
業

　
家
屋
が
密
集
し
て
連
な
っ
て
い

る
市
街
地
で
は
、
雪
寄
せ
場
が
な

く
、
除
雪
機
に
よ
る
除
雪
が
で
き

ま
せ
ん
。
連
日
雪
が
降
り
続
い
た

り
す
る
と
通
行
に
支
障
を
来
た
す

た
め
、
状
況
に
応
じ
て
ダ
ン
プ

カ
ー
な
ど
に
雪
を
積
ん
で
排
出
す

る
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
排
雪
作
業
は
、
あ
く
ま
で
も
緊

急
時
の
対
応
で
す
。
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

流
雪
溝
の
利
用
に
当
た
っ
て

■
流
雪
溝
と
は

　
大
量
の
水
が
流
下
す
る
力
を
利

用
し
て
雪
を
流
す
水
路
で
す
。
雪

の
置
き
場
が
な
い
市
街
地
に
２
水

路
あ
り
ま
す
。

　
流
雪
溝
を
利
用
す
る
際
は
、
転

落
に
よ
る
事
故
な
ど
を
引
き
起
こ

さ
な
い
よ
う
、
正
し
く
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

　
流
雪
溝
以
外
の
水
路
へ
の
雪
の

投
入
は
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

車
道
な
ど
の
除
雪
の

問
い
合
わ
せ
や

困
っ
た
場
合
に
は

　
道
路
の
区
分
に
よ
り
、
大
町
建

設
事
務
所
ま
た
は
市
役
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
国
道
・
県
道

大
町
建
設
事
務
所
維
持
管
理
課
維

持
係

℡
２
２
・
５
１
１
１

（
内
線
２
４
３
１
、
２
４
３
２
）

▽
市
道

建
設
課
維
持
係

℡
市
内
線
６
７
８

　道路にはみ出ている樹木は、
通行の妨げになるばかりでなく、
除雪作業の支障にもなります。
　安全な通行・除雪作業のため
に、道路上にはみ出ている樹木
の剪

せ ん

定
て い

をお願いします。

道路に出ている樹木の管理をお願いします
境界

歩道歩道 車道車道

境界

2.5m
4.5m

通行障害部

流雪溝
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軽
減
の
対
象
に
な
る

新
築
住
宅
は
？

　
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
は
、

新
築
後
３
年
間
（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
５
年

間
）、
固
定
資
産
税
の
軽
減
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
長
期
優
良
住
宅
」
は
、

新
築
後
５
年
間
（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
７
年

間
）の
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
と
は
、
長
期
に

わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る

た
め
の
措
置
が
、
構
造
お
よ
び
設

備
に
取
ら
れ
て
い
る
優
良
な
住
宅

の
こ
と
で
す
。「
長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
」
を
作
成
し
認
定
を

受
け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

固
定
資
産
税
関
係
の

届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す

■
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合

　
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
り
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い

場
合
、
相
続
人
代
表
者
を
設
定

す
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

→
相
続
人
代
表
者
指
定（
変
更
）届

■
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変

更
に
な
っ
た
場
合

　
売
買
・
相
続
な
ど
に
よ
り
、

未
登
記
の
住
宅
や
物
置
等
の
所

有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届

出
書

■
住
所
や
氏
名
が
変
更
に
な
っ

た
場
合

　
市
外
に
居
住
し
大
町
市
に
固

定
資
産
が
あ
る
人
で
、
住
所
や

氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

→
住
登
外
住
所
地（
氏
名
）送
付

先
変
更
届

■
対
象

▽
専
用
住
宅
　
床
面
積
が
50
㎡
以

上
（
ア
パ
ー
ト
は
１
世
帯
に
つ
き

40
㎡
以
上
）２
８
０
㎡
以
下

▽
併
用
住
宅
　
居
住
部
分
が
総
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
、
そ
の

部
分
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

■
軽
減
内
容

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
ま
で
の
住
宅
　
税
額
が
２
分
の
１

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
を
超
え
る
住
宅
　
１
２
０
㎡
に

相
当
す
る
部
分
の
税
額
が
２
分
の
１

住
宅
用
地
の
軽
減
を

受
け
る
に
は
？

　
新
た
に
住
宅
の
敷
地
と
し
て
土

地
の
使
用
を
始
め
た
と
き
に
、
申

告
が
必
要
で
す
。

■
対
象

▽
専
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地
　

土
地
の
全
部
が
対
象

▽
併
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地

〇
居
住
部
分
が
４
分
の
１
以
上
２

分
の
１
未
満
の
場
合
は
、
敷
地
面

積
の
半
分
が
対
象

〇
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の

場
合
は
、
敷
地
全
部
が
対
象

■
軽
減
内
容

　
税
額
を
算
出
す
る
基
と
な
る
額

（
課
税
標
準
額
）が
、
２
０
０
㎡
ま

で
は
６
分
の
１
に
、
２
０
０
㎡
を

超
え
る
部
分
は
３
分
の
１
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
敷
地
が
広
い
場

合
は
、
家
屋
の
居
住
部
分
の
床
面

積
に
対
し
て
10
倍
が
限
度
で
す
。

 

固
定
資
産
税
軽
減
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か
？

住
宅
の
新
築
な
ど
を
し
た
皆
さ
ん

　
平
成
26
年
中
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
や
土
地
を
住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
い
始
め
た
と
き
は
、

申
告
書
の
提
出
に
よ
り
、
27
年
度
分
の
固
定
資
産
税
か
ら
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
資
産
税
係
　
℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２
・
４
４
７

ほ
か
に
軽
減
が
受
け
ら
れ
る

の
は
ど
ん
な
場
合
で
す
か
？

▽
敷
地
内
に
住
宅
を
複
数
戸
建
設

し
た
場
合
、
そ
の
敷
地
に
対
し
て

戸
数
に
応
じ
た
軽
減
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
住
宅
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
別
荘
の
敷
地
は
、
基
本
的
に
非

住
宅
用
地
と
し
て
軽
減
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
が
、
居
住
用
と
し
て

使
用
を
開
始
し
た
場
合
や
、
利
用

頻
度
が
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場

合
に
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
該
当
要
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
に
あ
る
家
屋
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
平
成
26
年
中
に
、
住

宅
や
車
庫
な
ど
固
定
資
産
税
の
対

象
と
な
る
家
屋
を
一
部
分
で
も
取

り
壊
し
た
場
合
は
、「
家
屋
滅
失

届
出
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
滅
失
届
出
書
の
提
出
後
、
職
員

が
現
地
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

課
税
登
録
を
抹
消
し
ま
す
。

　
届
け
出
が
な
い
場
合
、
27
年
度

以
降
も
引
き
続
き
課
税
対
象
と

な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

　
税
務
課
資
産
税
係
、
八
坂
・

美
麻
支
所
に
あ
る
「
家
屋
滅
失
届

出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
滅
失
届
出
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
、
電
子
申
請

も
可
能
で
す
。

　
会
社
や
個
人
事
業
主
で
、
工
場

や
商
店
の
経
営
、
農
業
、
駐
車
場
・

ア
パ
ー
ト
の
貸
し
付
け
な
ど
、
市

内
に
土
地
や
家
屋
以
外
の
事
業
用

の
償
却
資
産
（
ほ
か
の
事
業
者
に

貸
し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
）

を
所
有
す
る
場
合
は
、
地
方
税
法

に
基
づ
き
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
申
告
用
紙
は
、
12
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。
新
規
に
事
業
を
始
め

た
場
合
や
申
告
用
紙
が
届
か
な
い

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会

計
事
務
所
に
経
理
を
依
頼
し
て
い

る
場
合
は
、
会
計
事
務
所
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
限
は
、
平
成
27
年
２
月

２
日
（
月
）
ま
で
で
す
。
期
限
間

近
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
提
出
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ご
利
用
を

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

■
滅
失
届
出
書
の
入
手
方
法

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
目
的
で
さ
が
す

→「
手
続
き
・
証
明
」→「
税
金
」→

固
定
資
産
税
→
「
固
定
資
産
税
に

関
す
る
届
出
」→「
家
屋
滅
失
届
出

書
」

■
電
子
申
請
の
方
法

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→（
左
側
中
段
の
）

く
ら
し
の
便
利
帳
→「
電
子
申
請
」

→
大
町
市
電
子
申
請
→
手
続
の
検

索
→「
家
屋
の
滅
失
届
」→
電
子
申

請
と
申
請
済
み
手
続
の
照
会
→

「
電
子
申
請（
画
面
入
力
）」

※
電
子
申
請
の
ご
利
用
に
当
た
っ

て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
利

用
手
引
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

℡
市

内
線
４
４
１
・
４
４
２
・

４
４
７

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

滅
失
届
の
提
出
を

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

ム
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電

子
申
告
も
利
用
で
き
、
自
宅

や
職
場
か
ら
で
も
簡
単
に
申

告
で
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事

前
の
手
続
き
や
準
備
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.eltax.jp

/

■
問
い
合
わ
せ

▽
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

税
務
課
資
産
税
係

℡
市
内
線
４
４
１
・
４
４
２
・

４
４
７

▽
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
サ
ポ
ー
ト
デ

ス
ク

℡
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

《広告》
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【年末年始の業務・施設】空白は通常営業です。

業務
月日

燃えるごみ
収 集

金 属 ご み
収 集

資 源 物
収 集

環境プラント
（持ち込み）

グ リ ー ン
パ ー ク

し尿・雑排水
収 集

北アルプス
広域葬祭場

12月27日（土）
休　み

常盤地区Ａコース ９時〜11時

12月28日（日） 常盤地区Ｂコース
市役所本庁舎前 ９時〜11時

12月29日（月） 平・常盤・社・八坂地区

12月30日（火） 大町・美麻地区

12月31日（水）

※火葬予約は
受け付けます

（動物を除く）。

１月 １日（木）

１月 ２日（金）

１月 ３日（土） 大町・社地区Ａコース

１月 ４日（日） 大町・社地区Ｂコース
市役所本庁舎前

休　み 休　み 休　み 休　み 休　み 休　み 休　み

【年始の休日緊急当番医・薬局】 　年末分は、36 ページに記載してあります。変更する場
合があります。事前に確認の上、受診・来店してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）＜ 9：00～17：00 ＞
月　日 内　　科 外　　科

１月 １日（木） 遠藤内科医院（神栄町） ℡ 22－0031 狩谷整形外科医院（桜田町） ℡ 22－7788
１月 ２日（金） 松林医院（大黒町） ℡ 22－5800 栗林医院（上仲町） ℡ 22－0305
１月 ３日（土） 菊地クリニック（上一） ℡ 21－2580 西森整形外科（松川村） ℡ 61－1700
１月 ４日（日） 小野医院（堀六日町） ℡ 22－0047 石曽根医院（八日町） ℡ 22－0142

■歯科（大北一円）＜９：00～12：00 ＞
１月 １日（木） おだ歯科（白馬村） ℡ 72－6482
１月 ２日（金） グリーン歯科クリニック（堀六日町） ℡ 23－6666
１月 ３日（土） あづみ野歯科（松川村） ℡ 62－2332
１月 ４日（日） オクハラデンタルクリニック（仁科町） ℡ 23－0500

■薬局（市内）＜９：00～17：30 ＞
１月 １日（木） 林薬局（仁科町） ℡ 22－0151
１月 ２日（金） タカミ薬局（下仲町） ℡ 22－0180
１月 ３日（土） 轟薬局（上一） ℡ 21－1512
１月 ４日（日） カネリキ山口薬局（大黒町） ℡ 22－0184

【年末年始の水道工事当番事業者】
　市では、年末年始の水道工事・修理を、大町市水道事業協同組合に依頼しています。期間中の宅内水道管の凍結や破裂などの修理依
頼は、次の当番事業者にお問い合わせください。12月28日（日）までと1月4日（日）以降の営業は、各業者に直接お問い合わせください。

月　日 当　番　事　業　者

12月29日（月） ㈱黒部電業舎 ℡ 22－7771 ㈲南原電気工業 ℡ 22－0772 

12月30日（火） 中部精器㈲ ℡ 22－2213 ㈱長澤設備工業 ℡ 22－1466

12月31日（水） ㈱ピュアハウス ℡ 26－1120 信光実業㈱大町支店 ℡ 22－2848

１月 １日（木） ㈱ジーシーアイ ℡ 22－3145 ㈲大信建設 ℡ 23－2838

１月 ２日（金） ㈱鹿島総設 ℡ 23－3698 ㈱信濃美植 ℡ 23－6400

１月 ３日（土） 日特工業㈱ ℡ 22－5266 ㈲岡村設備工業 ℡ 22－4885

年末年始のご案内 　年末年始の業務・施設などの
休みや休日緊急当番医などは、
次のカレンダーのとおりです。



13 広報おおまち　2014.12

カ
タ
ク
リ
賞  

64
人

奉
仕
活
動
、
他
人
へ
の
親
切
、
友

情
、
仲
間
づ
く
り
な
ど
に
努
力

▽
東
小
学
校

青
田
聖
也
（
３
年
）、
松
本
悠
希
、

有
賀
咲
綾（
４
年
）、
中
嶌
瞳
、

降
簱
翼
（
５
年
）、
久
保
田
千
絵
、

原
嶋
拓
磨（
６
年
）

▽
西
小
学
校

野
口
綾
花
、
白
本
安
奈
（
３
年
）、

内
山
ミ
キ
、
武
内
蓮
生
（
４
年
）、

西
澤
凱
陽
、
越
後
谷
良
幸
（
５
年
）、

石
川
広
奈（
６
年
）

▽
西
小
学
校
、
南
原
町
子
ど
も
会

育
成
会

金
原
穂
波（
６
年
）

▽
南
原
町
子
ど
も
会
育
成
会

沖
中
稔（
西
小
６
年
）

▽
南
小
学
校

柳
澤
心
、
横
川
天
南（
３
年
）、

今
井
涼
介
、
河
村
怜
美（
４
年
）

▽
北
小
学
校

栗
林
慮
雨
、
森
あ
か
り（
３
年
）、

小
林
宏
羽
、
諏
訪
太
一（
４
年
）、

平
林
憩
、
本
堂
綾
音（
５
年
）、

浅
井
奈
々
、
千
國
翔
馬
、
遠
山
翼
、

前
橋
美
心
、
松
島
旭
美
、

吉
澤
寧
音（
６
年
）

▽
大
原
町
子
ど
も
会
育
成
会

松
本
百
加（
北
小
６
年
）

「おおまちの子」表彰式
　市では11月19日、奉仕活動や文化・スポーツ活動な
どで頑張っている子どもたちを、「おおまちの子」として
表彰しました。「おおまちの子」表彰は、日頃の努力をた
たえ、子どもたちに勇気や希望を持ってもらうために、
平成９年から行っています。受賞者は、次の４部門の皆
さんです。（太字は推薦した学校・子ども会育成会、敬称略）

■問い合わせ　学校教育課庶務係　℡ 市 内線６１１

▽
借
馬
団
地
子
ど
も
会
育
成
会

伊
藤
沙
幸（
北
小
６
年
）

▽
八
坂
小
学
校

片
田
彩
夏（
５
年
）

▽
第
一
中
学
校

畠
山
小
雪
、
小
林
慶
汰
、

郷
津
壮
生（
１
年
）、
辰
已
い
つ
佳
、

左
右
田
明
洸
、
斉
藤
春
季（
２
年
）、

髙
橋
悠
汰
、
平
林
可
意（
３
年
）

▽
第
一
中
学
校
、
白
塩
町
子
ど
も

会
育
成
会

神
事
直
弥（
３
年
）

▽
白
塩
町
子
ど
も
会
育
成
会

飯
島
克
也（
第
一
中
２
年
）

▽
俵
町
子
ど
も
会
育
成
会

山
口
蓮（
第
一
中
３
年
）

▽
仁
科
台
中
学
校

平
林
流
空
、
白
澤
ち
ひ
ろ
、

牧
野
文
音（
１
年
）、
蜜
澤
晴
哉
、

三
澤
諒
也
、
塩
野
瑠
珠
、

牧
野
隼
也
、
山
元
俊
宏
、

　

沢
舞
美（
２
年
）、
西
澤
唯
那
、

太
田
い
ぶ
希
、
川
又
英
隣（
３
年
）

▽
八
坂
中
学
校

平
野
龍（
２
年
）

▽
八
坂
野
平
子
ど
も
会
育
成
会

佐
藤
愛（
八
坂
中
２
年
）

▽
美
麻
小
中
学
校

村
松
空（
３
年
）、
鈴
木
こ
こ
ろ
、

北
村
莉
央
凪（
４
年
）、

奥
村
絵
里
花（
７
年
）

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
賞  

10
人

文
化
、
芸
術
、
科
学
な
ど
に
努
力

▽
南
小
学
校

吉
田
誠
、
奥
原
健
太（
６
年
）

▽
西
山
子
ど
も
会
育
成
会

中
山
瑛
稀（
南
小
６
年
）

▽
八
坂
小
学
校

北
澤
青
空（
３
年
）

▽
大
原
町
子
ど
も
会
育
成
会

矢
口
真
衣（
第
一
中
３
年
）

▽
仁
科
台
中
学
校

太
幡
陸（
１
年
）、
島
原
祐
衣
、

横
澤
風
斗
、
栗
林
優
奈（
３
年
）

▽
八
坂
中
学
校

北
澤
佑
妃
乃（
３
年
）

ラ
イ
チ
ョ
ウ
賞  

３
人

勤
労
を
尊
び
、
家
族
の
一
員
と
し

て
努
力

▽
西
小
学
校

長
澤
天
子（
６
年
）

▽
俵
町
子
ど
も
会
育
成
会

中
嶌
敦
翔（
北
小
６
年
）

▽
八
坂
小
学
校

小
嶋
万
李（
４
年
）

カ
モ
シ
カ
賞  

19
人

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
努
力

▽
山
下
子
ど
も
会
育
成
会

石
田
泰
造（
東
小
６
年
）

▽
社
団
地
子
ど
も
会
育
成
会

宮
嶋
航
大（
東
小
６
年
）

▽
西
小
学
校

栗
原
す
ず（
５
年
）

▽
高
根
町
子
ど
も
会
育
成
会

倉
科
智
光
、
小
林
優
成（
西
小
６
年
）

▽
南
小
学
校

坂
井
優
斗
、
小
林
未
空（
５
年
）

▽
清
水
子
ど
も
会
育
成
会

中
山
雪
菜
、　
沢
圭
吾（
南
小
６
年
）

▽
西
山
子
ど
も
会
育
成
会

佐
藤
寿
樹（
南
小
６
年
）

▽
北
小
学
校

水
口
裕
太（
５
年
）

▽
栄
町
子
ど
も
会
育
成
会

若
林
真
美
夏（
北
小
６
年
）

▽
八
坂
小
学
校

花
塚
尚
生（
６
年
）

▽
仁
科
台
中
学
校

降
旗
晃
大（
２
年
）、勝
川
滉
也（
３
年
）

▽
八
坂
中
学
校

野
髙
陽
子（
１
年
）

▽
美
麻
小
中
学
校

北
沢
雄
大（
６
年
）、海
端
奈
月（
８
年
）、

関
口
珠
緖（
９
年
）
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強
調
事
項

▽
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▽
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

▽
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社

会
参
加
を
進
め
よ
う

▽
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差

別
を
な
く
そ
う

▽
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

▽
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

▽
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▽
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

▽
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

北
朝
鮮
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
よ
う

　
平
成
18
年
６
月
に
「
拉
致
問
題

そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
法

律
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
て

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止

を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
こ
の
問
題
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
毎
年
12
月
10
～
16

日
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。

　
国
民
的
課
題
で
あ
る
拉
致
問
題

の
解
決
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、

こ
の
問
題
へ
の
関
心
と
認
識
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
閣
官
房
　
拉
致
問
題
対
策
本
部

h
ttp

://w
w

w
.rach

i.go
.jp

/

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
男
女
共
同
参
画
・

人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
５
２
５

権
に
配
慮
し
よ
う

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
な
く
そ
う

▽
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

▽
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

▽
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

▽
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

▽
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

▽
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人

権
問
題
に
取
り
組
も
う

「
人
権
相
談
所
」
を
開
設

　
啓
発
行
事
の
一
環
と
し
て
、
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
い
じ

め
や
体
罰
な
ど
の
子
ど
も
に
関
す

る
問
題
、
同
和
問
題
、
差
別
発
言
、

差
別
落
書
き
、
外
国
人
の
問
題
、

隣
近
所
の
も
め
事
や
悩
み
事
な
ど
、

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
、
申
し
込
み
不
要
で
無

料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
12
月
15
日（
月
）　
午
前

９
時
～
正
午

■
会
場

▽
大
町
地
区
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
八
坂
地
区
　
八
坂
支
所

▽
美
麻
地
区
　
美
麻
支
所

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

―

◇

―

◇

―

◇

―

　
相
談
日
以
外
で
も
、
人
権
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相

談
先
は
次
の
と
お
り
。

▽
人
権
相
談
全
般

長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

℡
２
２
・
０
３
７
９

▽
学
校
で
の
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
や
先
生
か
ら
の
体
罰

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

℡
０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

▽
女
性
の
人
権

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

℡
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

み
ん
な
で
築
こ
う  

人
権
の
世
紀

～ 

考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心 

～

12
月
４
～
10
日
は
「
第
66
回
人
権
週
間
」

　
人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利
で
あ
り
、
人
類
が
歴
史
の
中
で
築

い
て
き
た
財
産
で
す
。
国
際
連
合
は
、「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
た
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
こ
の
人

権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と
し
て
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
、
人
権
へ
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
人
権
擁
護
委
員
を
中
心
と
し
た
街
頭
啓
発
の
実
施
や
、
保
育
園
・
幼

稚
園
児
を
対
象
に
人
権
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当
　
℡
市
内
線
５
２
５
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て
い
な
い
と
き
よ
り
２
倍
以
上
も

手
前
で
発
見
す
る
こ
と
が
可
能
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
反
射
材
付
き
の

上
着
や
帽
子
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

―
　
◇
　
―
　
◇
　
―
　
◇
　
―

　
交
通
事
故
は
、
い
つ
、
ど
ん
な

形
で
自
分
や
家
族
に
降
り
掛
か
っ

て
く
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
普
段

か
ら
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
交
通

安
全
を
話
題
に
し
て
、
事
故
防
止

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
出
前
講
座

　
市
で
は
、
交
通
安
全
や
消
費
生

活
に
関
す
る
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
集
ま
り
や
老
人

会
、
子
ど
も
会
な
ど
で
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
日
程
や
内
容
に
つ

い
て
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

れ
時
と
夜
間
の
歩
行
に
注
意
が
必

要
で
す
。

■
確
実
な
一
時
停
止
を

　
通
り
慣
れ
た
生
活
道
路
の
交
差

点
で
も
、
一
時
停
止
箇
所
で
は
確

実
に
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
時
停
止
と
は
、
停
止
線
手
前

で
車
両
を
完
全
に
停
止
さ
せ
る
こ

と
で
す
。
徐
行
し
て
も
一
時
停
止

に
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
時
停
止
を

し
て
か
ら
交
差
点
入
口
に
進
行
し
、

再
度
安
全
確
認
を
行
っ
て
慎
重
に

交
差
点
に
進
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
ド
ラ
イ
バ
ー
に
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

　
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出
に
は
、

夜
光
反
射
材
や
自
発
光
材
を
使
用

し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
な
ど
が
反
射
材
を
利
用

す
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
利
用
し

■
県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
　
12
月

１
日（
月
）・
20
日（
土
）

■
運
動
の
基
本
　
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止

■
運
動
の
重
点

▽
通
学
路
・
生
活
道
路
の
安
全
確

保
と
歩
行
者
保
護
の
徹
底

▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

重
点
内
容

　
本
年
度
、
市
内
で
死
亡
事
故
が

２
件
も
発
生
し
ま
し
た
。
２
件
と

も
高
齢
者
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま

す
。
事
故
の
原
因
は
一
つ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
一
時
停
止
や
夕
暮

年
末
の
交
通
安
全
運
動

「
信
濃
路
は
　
ゆ
と
り
の
笑
顔
と
　
ゆ
ず
り
あ
い
」

12
月
１
～
31
日

　
年
末
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
年
末
は
、
夕
暮
れ
時
の
歩
行
中
や
横

断
中
、
交
差
点
で
の
事
故
が
増
え
る
ほ
か
、
飲
酒
機
会
の
増
加
、
積
雪
・
凍
結
に
よ
る
道
路
環
境
の
悪

化
な
ど
、
重
大
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

で
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係
　
℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

　
年
の
瀬
を
迎
え
、本
格
的
な
冬
の

到
来
で
す
。
里
で
は
、田
畑
や
家
の

周
り
の
冬
支
度
も
終
わ
り
、北
ア
ル

プ
ス
の
峰
々
の
雪
も
す
っ
か
り
根
雪

に
な
り
ま
し
た
。
大
町
以
北
は
多
雪

地
域
で
、
特
に
日
本
海
に
近
い
地
方

は
深
い
積
雪
に
見
舞
わ
れ
ま
す
。
国

内
で
鉄
道
沿
線
の
最
深
記
録
は
、新

潟
県
境
に
あ
る
栄
村
の
森
宮
野
原
の

７
・
85
ｍ
で
、Ｊ
Ｒ
の
駅
に
は
積
雪
量

を
示
す
高
い
標
柱
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
く
さ
ん
の
降
雪
は
、シ
ベ
リ

ア
大
陸
の
極
寒
の
気
団
と
日
本
海
の

存
在
が
要
因
で
す
。
冬
、大
陸
で
発
達

し
た
高
気
圧
か
ら
吹
き
出
す
冷
た
く

乾
燥
し
た
風
が
海
を
渡
る
時
、
海
面

か
ら
大
量
の
水
蒸
気
を
吸
い
込
み
、雪

雲
が
大
き
く
発
達
し
ま
す
。
こ
の
大
量

の
水
分
を
含
ん
だ
厚
い
雲
が
日
本
列

島
の
山
脈
に
ぶ
つ
か
っ
て
上
昇
気
流
と

な
り
、風
上
の
日
本
海
側
に
大
雪
を
降

ら
せ
る
の
で
す
。
天
気
予
報
で
、シ
ベ

リ
ア
に
高
気
圧
が
発
達
し
、西
高
東
低

の
冬
型
の
気
圧
配
置
に
な
る
と
、大

町
に
も
雪
が
降
る
こ
と
を
市
民
の

皆
さ
ま
は
経
験
的
に
ご
存
じ
で
す
。

　
空
か
ら
舞
い
落
ち
て
く
る
雪
の

結
晶
を
手
袋
な
ど
に
受
け
止
め
て
、

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
私
も
小
さ
い
こ
ろ
、
小

さ
な
結
晶
を
眺
め
、
不
思
議
な

形
に
見
入
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
雪
の
多
い
冬
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
く
、
特

に
雪
か
き
作
業
は
大
変
で
す
が
、

一
方
で
、
雪
は
大
町
の
冬
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
自
然
の
恵
み
で
す
。

ス
キ
ー
や
ボ
ー
ド
は
冬
を
楽
し

む
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
ス

ポ
ー
ツ
で
す
し
、
温
泉
の
楽
し
み

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
雪
解
け
水

は
春
の
水
田
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ど
う
ぞ
市
民
の
皆
さ
ま
も
、
厳

し
い
冬
の
先
に
必
ず
や
っ
て
来
る

春
を
心
待
ち
に
し
て
、
明
る
い
新

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第64回】
いよいよ冬到来

大町市長　牛越徹
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市
民
ス
ケ
ー
ト
大
会

■
日
時
　
27
年
１
月
25
日（
日
）

▽
開
会
式
　
午
前
８
時

▽
受
け
付
け
　
午
前
７
時
30
分
～

▽
試
走
　
午
前
８
時
15
分
～

▽
競
技
開
始
　
午
前
８
時
45
分

※
予
備
日
　
27
年
１
月
31
日（
土
）

▽
開
会
式
　
午
後
５
時

▽
受
け
付
け
　
午
後
４
時
30
分
～

▽
試
走
　
午
後
５
時
15
分
～

▽
競
技
開
始
　
午
後
５
時
45
分

　
当
日
の
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、

試
走
を
省
略
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
会
場
　
西
公
園
ス
ケ
ー
ト
場

■
参
加
資
格
　
市
民
お
よ
び
オ
ー

プ
ン
参
加
の
市
外
の
人

■
種
目
　
50
～
１
０
０
０
ｍ
（
男

女
別
、
年
齢
別
）、
２
０
０
０
ｍ

リ
レ
ー

※
エ
ン
ト
リ
ー
は
、
１
選
手
３
種

目
以
内（
リ
レ
ー
を
含
む
）

■
申
込
締
切
日
　
27
年
１
月
13
日

（
火
）

市
民
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会

■
日
時
　
27
年
２
月
15
日（
日
）

▽
開
会
式
　
午
前
９
時

▽
受
け
付
け
　
午
前
８
時
～

▽
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
　
午
前
８

時
30
分
～

▽
競
技
開
始
　
午
前
９
時
40
分

　
当
日
の
気
象
状
況
な
ど
に
よ
り
、

競
技
開
始
を
早
め
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
会
場
　
鹿
島
槍
ス
キ
ー
場

■
参
加
資
格
　
市
民
お
よ
び
市
内

に
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
員

■
種
目

▽
ス
キ
ー
　
大
回
転
（
男
女
別
、

年
齢
別
）

▽
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
　
大
回
転
（
男

女
別
、
年
齢
別
）

■
申
込
締
切
日
　
27
年
１
月
30
日

（
金
）

■問い合わせ

総合体育館

℡・有線２２―８８５５

　みんなで参加しよう！

市民スポーツ祭 冬季大会
1月25日（日）、2月15日（日）

平成 27年

大町市制施行60周年・合併10年記念

共
通
事
項

■
申
し
込
み

▽
自
治
会
加
入
者
は
、
各
体
育
部

長
へ
申
し
込
む
か
、
体
育
部
長
の

確
認
を
得
て
、
直
接
、
総
合
体
育

館
へ
。

▽
自
治
会
加
入
者
以
外
（
オ
ー
プ

ン
参
加
）
の
人
は
、
直
接
、
総
合

体
育
館
へ
。

※
年
齢
は
、
26
年
４
月
１
日
現
在

の
満
年
齢
を
適
用
し
ま
す
。
大
会

の
開
催
要
項
や
申
込
用
紙
は
、
総

合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

■
注
意
事
項

▽
各
自
で
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
開
会
式
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他
　
今
回
の
「
広
報
お
お

ま
ち
」
と
一
緒
に
、
大
会
の
開
催

要
項
お
よ
び
種
目
別
実
施
細
目
を

回
覧
し
ま
す
。
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
魔
法
で

操
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
光
の
森
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
～
マ
ジ
カ

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
～
」
を
開
催
中
。
高
さ
20
ｍ
の
メ
イ
ン
ツ
リ
ー
の

光
を
操
れ
る「
魔
法
の
本
」や
、
森
の
中
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
呼
び

出
す「
魔
法
陣
」な
ど
の
体
験
型
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
12
月
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

パ
ッ
ド
）
を
使
っ
て
光
を
操
る
体

験
型
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。「
勇

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

「
魔
法
の
本
」

　「
魔
法
の
本
」の
形
を
し
た
ケ
ー

ス
に
入
っ
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
（
ア
イ

～
あ
り
の
ま
ま
で
～
」
の
曲
に
合

わ
せ
て
光
が
踊
り
ま
す
。
お
薦
め

の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
は
、
全
体
が

見
渡
せ
る
空
中
回
廊
と
全
方
向
が

光
に
囲
ま
れ
る
特
設
デ
ッ
キ
の
２

箇
所
。
空
と
地
上
の
両
方
か
ら
壮

大
な
音
楽
と
光
の
シ
ョ
ー
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
27
年
１
月
12
日（
月
）ま

で
　
午
後
４
時
～
９
時
　
※
１
月

は
金
・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み

■
場
所
　
空
中
回
廊
下
、
く
も
の

巣
遊
具
周
辺
の
森

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ジ
ッ
ク

　
ク
リ
ス
マ
ス
直
前
の
夜
に
や
っ

て
来
る
魔
法
使
い
の
不
思
議
な
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
。
シ
ョ
ー
終
了
後

も
神
出
鬼
没
の
魔
法
使
い
が
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
会
場
内
に
現
れ
ま

す
。
お
楽
し
み
に
！

■
日
時
　
12
月
20
日（
土
）・
21
日

（
日
）・
23
日（
火
）　
午
後
４
時
30

分
～
５
時

■
場
所
　
入
口
広
場

※
天
候
・
積
雪
な
ど
に
よ
り
会
場

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ナ
イ
ト
ク
ラ
フ
ト

「
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
づ
く
り
」

　
松
ぼ
っ
く
り
や
木
の
実
な
ど
の

自
然
素
材
を
使
っ
て
、
ミ
ニ
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
６
日（
土
）～
28
日

（
日
）の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　
午

後
４
時
～
７
時
30
分

■
場
所
　
森
の
体
験
舎

■
料
金
　
１
０
０
円

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　
抽
選
で
豪
華
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当

た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。
大
町
・

松
川
地
区
と
堀
金
・
穂
高
地
区
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
比
べ
て
、

ど
ち
ら
が
気
に
入
っ
た
か
を
投
票

し
よ
う
！

■
応
募
期
間
　
27
年
１
月
12
日

（
月
）ま
で

※
両
地
区
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ

て
い
な
い
も
の
は
無
効

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino
.g

o
.jp/ 

気
の
ダ
イ
ヤ
」「
恋
す
る
ル
ビ
ー
」

な
ど
、
五
つ
あ
る
宝
石
を
選
ぶ
と

魔
法
が
始
ま
り
、
正
面
に
あ
る
高

さ
20
ｍ
の
メ
イ
ン
ツ
リ
ー
が
そ
れ

ぞ
れ
の
パ
タ
ー
ン
に
輝
き
出
し
ま

す
。

■
日
時
　
27
年
１
月
12
日（
月
）ま

で
　
午
後
４
時
～
９
時
　
※
１
月

は
金
・
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み

■
場
所
　
入
口
広
場

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

「
魔
法
の
森
」

　
10
万
球
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
集
め
、
ま

る
で
森
全
体
が
輝
く
よ
う
な
こ
と

し
の
メ
イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
。
約
15
分

間
隔
で「
レ
ッ
ト
・
イ
ッ
ト
・
ゴ
ー

魔法の本

魔法の森

クリスマスマジックナイトクラフト「ミニクリスマスツリーづくり」
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催 し
劇団四季ファミリーミュージカル

「ふたりのロッテ」 
　楽しくって優しくって、ちょっぴりハラハラ、ユーモアいっぱいの

ミュージカル。不思議な巡り合いから始まる２人の女の子の冒険の

物語―。ミュンヘンからやって来たおとなしい性格の女の子ロッテと、

ウィーンから来たおてんばな女の子ルイーゼが驚きの出会いを果たし

ます。ロッテとルイーゼは鏡を見るようにうり二つ。生まれた日と場所も同じ。なんと２人の関係は…!?

■日　　時　平成27年３月22日（日）　 ▽開演　午後３時　 ▽開場　午後２時30分

■会　　場　文化会館　大ホール

■チケット　全席指定席　大人4,000円、高校生以下3,000円、市内中学生以下1,500円

※割引券を市内小中学校に配布します。チケットのお求めは文化会館または塩原書店へ。

■チケット発売日　12月12日（金）

【窓口販売】　文化会館、塩原書店デリシア大町駅前店、平安堂あづみ野店（安曇野市）

※文化会館は午前10時～、他プレイガイドは開店時間～

【インターネット販売】	 オフィス・マユ　http://office-mayu.net/

		  劇団四季の予約サービス　https://www.shiki.jp/tickets/

		  イベントナガノ　https://www.event-nagano.net/

【電話予約】　文化会館　℡・有線22−9988（午後１時～）、オフィス・マユ　℡026−226−1001、

劇団四季予約センター　℡0120−489444、ローソンチケット　℡0570−084−003（Ｌ

コード35218）、チケットぴあ　℡ 0570−02−9999（Ｐコード441−099）

■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

　信濃おおまち達人検定は、大町を愛する地域の皆さんや観光業に従事する皆さんに、
大町市の歴史・文化・観光資源などの知識をより深めていただくとともに、地域の魅
力をお伝えできるように、また、大町市への愛着をさらに深めていただくことを目的と
して開催します。５回目となる今回は、「基本コース（初級・中級）」「上級コース（中
級合格者対象）」の検定を行います。検定に向け、受験対策講座も開講します。
　詳細は、「広報おおまち平成27年１月号」と一緒に配るチラシをご覧ください。大勢
の皆さんのご参加をお待ちしています。

検定
■日時　平成27年２月21日（土）　午後１時30分
■会場　大町公民館分室
受験対策講座
■日時　平成27年１月24日（土）　午前10時
■会場　大町公民館分室

■問い合わせ　信濃おおまち達人検定実行委員会
　　　　　　　（観光課庶務管理係内）　℡市内線５６２

第5回 信濃おおまち達人検定

大町市制施行60周年・合併10年記念
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催 し

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

海
の
口
自
治
会
の
祭
典
用
装
備
品

　
海
の
口
自
治
会
で
は
、
地
域

の
若
者
が
保
存
会
を
結
成
し
、

郷
土
の
祭
り
や
催
し
の
継
承
と

保
存
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
備

品
で
あ
る
獅
子
や
篠
笛
が
老
朽

化
し
修
理
不
能
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活

用
し
、
新
た
に
獅
子
や
篠
笛
を

整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
保
存
活
動
が
さ
ら
に

充
実
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
が
活
発
に
な
り
ま

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０

おおまちファミリーコンサート
　お父さん、お母さん、小さ

なころに毎日楽しみに見てい

た「おかあさんといっしょ」の

歌のお兄さんがやって来ます。

　今回は４代目ダンスのお姉

さんと、歌のお兄さんの娘さ

んも一緒に歌ってくれます。

テレビを見て歌っていたあの

歌を、お子さんと一緒に歌っ

てみませんか。

■日　　時　平成27年２月28日（土）　 ▽開演　午後２時　 ▽開場　午後１時30分

■会　　場　文化会館　大ホール

■出　　演　坂田おさむ、坂田めぐみ、いとうまゆ

■チケット　大人1,500円、中学生以下500円　※３歳未満無料

■チケット発売日　12月13日（土）

【窓口販売】　文化会館、塩原書店デリシア大町駅前店、平安堂あづみ野店（安曇野市）

※文化会館は午前９時～（電話予約は午後１時～）、他プレイガイドは開店時間～

【インターネット販売】

イベントナガノ　https://www.event-nagano.net/

■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

坂田おさむ 坂田めぐみ いとうまゆ

大町市制施行60周年・合併10年記念
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市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

　
市
の
人
事
行
政
運
営
等
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

い
た
だ
く
た
め
、
職
員
の
給
与
や
職
員
数
な
ど
を
公
表
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
課
職
員
係
　
℡
市
内
線
５
１
３

■人件費（平成25年度一般会計決算）

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
（Ｂ／Ａ）

24年度の
人件費率

165億4653万2千円 5億6786万3千円 26億3178万1千円 15.9％ 16.7％

※人件費には、市長、副市長および市議会議員などの特別職の給料、報酬、手当な
どを含んでいます。

■職員給与費（平成26年度一般会計予算）

職員数
（Ａ）

給　　与　　費 1人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

313人 12億3780万3千円 1億9985万9千円 4億5093万9千円 18億8860万1千円 603万4千円

※給与費は当初予算に計上された額ですが、共済費、退職手当は含みません。

■平均給料月額および平均年齢（一般行政職）
（平成26年４月１日現在）

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

大町市 44.0歳 332,298円 378,256円

国 43.5歳 335,000円 408,472円

※一般行政職とは、全職員から税務職、医療職、技能労務職などを除いた職員です。

■初任給（一般行政職）
（平成26年４月１日現在）

区　分 大町市 国

大学卒 172,200円 172,200円

高校卒 140,100円 140,100円

■職員手当
区　分 内　　　容

期末手当
勤勉手当

(25年度支給割合)

期末手当  　　勤勉手当
　６月期　　1.225月分　　0.675月分
　12月期　　1.375月分　　0.675月分

計　　2.600月分　　1.350月分

※職制上の段階、職務の級などによる加算
措置あり（５～15％）

退職手当

（25年度支給率）

自己都合   　勧奨・定年
勤続20年　 23.03月　　28.7875月
勤続25年　 32.83月　　38.955 月
勤続35年　 46.55月　　55.86 月
最高限度額  55.86月　　55.86 月

※上記のほかに、役職の貢献度に応じた
調整額が加算支給されます。

※１人当たり平均額　　1463万6千円

■特別職の報酬など
区　　分 給料月額等 区　　分 給料月額等

給　料
市　長 801,000 円

期末手当

市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

（25年度支給割合）

６月期　1.40月分
12月期　1.55月分

計      2.95月分 

※40％の加算あり

副市長 662,000 円

報　酬

議　長 374,000 円

副議長 313,000 円

議　員 296,000 円

特殊勤務
手当
25年度

区　分 全　職　種

職員全体に占める
手当支給職員の割合 30.0％

支給対象職員１人
当たり平均支給年額 27,200円

手当の種類 ９

代表的な手当の名称 医師職務、税務、福祉
現業

※病院職員を含む

時間外
勤務手当

25年度
支給総額 6653万3千円

職員１人当たり年額 22万円

24年度
支給総額 7521万円

職員1人当たり年額 25万1千円

扶養手当 扶養親族のいる職員に支給

住居手当 借家または借間に居住し、一定額を超え
る家賃などを支払っている職員に支給

通勤手当 通勤のため交通機関などを利用し、運賃
等を負担している職員に支給
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■一般行政職の級別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成26年４月１日現在）

区　分 １　級 ２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級

標準的な
職務の内容

主事補、主事
技師補、技師

主　事
技　師

係　長
企画員
主　任

課長補佐
係長、企画員

主　査

課　長
課長補佐 課　長 部　長

参　事

職員数 18 12 76 55 23 18 6

構成比(％) 8.7 5.8 36.5 26.4 11.0 8.7 2.9

■ラスパイレス指数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （各年４月１日現在）

区　分 23年 24年 25年
参考値 参考値

大町市 96.3 105.0 97.0 103.8 95.9

県内の市平均 97.2 106.0 98.0 105.9 97.9

全国の市平均 98.8 106.9 98.8 106.6 98.5

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。
※「参考値」は、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定特例法による措置がないとした場合の値です。

■定員の状況（部門別職員数）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （各年４月１日現在）

区　　分 職　員　数 対前年度増減

部　　門 24年 25年 26年 24年 25年 26年 26年の主な増減理由

一般行政
部門

議会・総務 85 85 86 1 1 業務増による増員

税　務 23 23 23

福　祉 80 79 79 1 △1

衛　生 24 24 24 △2

経　済 30 29 31 △1 △1 2 業務増による増員

土　木 19 19 19 1

小　計 261 259 262 △2 3

特別行政
部門

教　育 45 42 41 △3 △1 業務の見直しによる減員

小　計 45 42 41 △3 △1

普通会計計 306 301 303 △5 2

公営企業等
会計部門

病　院 250 256 276 7 6 20 業務体制強化による増員

水　道 17 17 16 △1 組織統合による減員

下水道 11 11 8 △3 組織統合による減員

その他 10 11 11 1

小　計 288 295 311 7 7 16

合　　計 594 596 614 7 2 18

※職員数は、一般職に属する職員で、臨時または非常勤の職員を除いています。

■職員の分限と懲戒処分の状況（平成25年度）

分　限　処　分　者 懲　戒　処　分　者

免職 休職 降任 小計 免職 停職 減給 戒告 小計

0 2 0 2 0 0 0 0 0

▽分限処分：職員がその職責を十分に果たすことができない場合に行われる処分で、公務能率の維持が目的です。

▽懲戒処分：職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、公務での規律と秩序の維持が目的です。
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
絵
本
に
最
新
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
融
合
さ
せ

た
Ａ
Ｒ（
拡
張
現
実
）
絵
本「
プ
リ
ン
セ
ス
・

プ
ー
パ
ッ
ク
と
ナ
オ
」を
体
験
で
き
る
読
み
聞

か
せ
が
10
月
26
日
、
児
童
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

親
子
連
れ
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｒ
絵
本
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
に
専
用
の
無
料
ア
プ
リ
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
カ
メ
ラ
を
絵
本
に
か
ざ
す
と
、

画
面
内
に
絵
本
か
ら
飛
び
出
し
た
立
体
的
な

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
現
れ
動
き
出
す
と
い
う
も

の
。
絵
本
は
、
こ
の
日
、
読
み
手
を
務
め
た

大
町
市
平
借
馬
出
身
の
副そ

え

島じ
ま

直
子
さ
ん
（
安

曇
野
市
豊
科
・
㈱
エ
ル
バ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
社
長
）
が
手
掛
け
、
こ
と
し
５
月
に
世

界
で
初
め
て
出
版
し
、
全
国
で
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
体
験
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
画
面
の
中
で
動

く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
不

思
議
そ
う
な
顔
で
覗
き

込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
出
身
地
で
の
開
催
を

喜
ん
だ
副
島
さ
ん
は

「
子
ど
も
た
ち
が
、
私

の
想
定
外
の
反
応
を
す

る
の
が
と
て
も
参
考
に

な
る
。
今
後
の
シ
リ
ー

ズ
に
生
か
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
ゆ
る
キ
ャ
ラ
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
る
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
®

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
４
」の
結
果
が
11
月
３
日
、
中
部
国

際
空
港
セ
ン
ト
レ
ア
屋
外
特
設
会
場
で
開
催
中
の
イ
ベ
ン
ト

で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
は
、
全
都
道
府
県
や
企
業
な
ど

か
ら
、
昨
年
を
上
回
る
１
６
９
９
体
が
参
戦
。
今
回
は
従
来

か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
に
加
え
、
来
場
者
の
現
地
投

票
が
加
算
さ
れ
る
方
式
で
競
わ
れ
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
は
全
体

で
３
１
３
位
、
県
内
で
７
位
で
し
た
。

　
３
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
全
国
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
約

２
７
０
体
が
集
ま
り
、
親
子
連
れ
な
ど
約
７
万
人
が
来
場
。

大
町
市
の
ブ
ー
ス
で
は
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
グ
ッ
ズ
や
地
元
産

の
リ
ン
ゴ
を
販
売
し
ま
し
た
。

　
市
定
住
促
進
協
働
会

議
は
11
月
２
日
、
北
ア
ル

プ
ス
や
市
街
地
を
一
望
で

き
る
鷹
狩
山
展
望
公
園
で
、

「
恋
人
の
聖
地
」
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
除
幕
式
を
行
い
ま

し
た
。
市
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー
（
静
岡
市
）か
ら
昨
年

４
月
、「
恋
を
す
る
ス
ポ
ッ

ト
」
が
数
多
く
あ
る
こ
と

に
よ
り
「
恋
人
の
聖
地
」に

　
２
日
に
は
、
事

前
の
応
募
で
当
選

し
た
地
元
の
子
ど

も
た
ち
が
、
ゆ
る

キ
ャ
ラ
と
手
を
つ

な
ぎ
な
が
ら
会

場
内
を
パ
レ
ー

ド
。
愛
知
県
知
多

郡
武
豊
町
の
小
学

２
年
生
、
田
之
尻

彩さ

有ゆ

さ
ん
は
お
お

ま
ぴ
ょ
ん
と
笑
顔

で
行
進
し
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
中
で
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
が
一
番
好
き
。
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
」
と
話
す
一
方
、
終
了
後
に
は
「
寂
し
い
」
と
泣

き
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
除
幕
式
に
は
関
係
者
の
ほ
か
、
こ

の
日
、結
婚
式
を
挙
げ
た
市
内
の
夫
婦
も
立
ち
会
い
ま
し
た
。

　
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
信
州
大
学
の
学
生
の
デ
ザ
イ
ン
を

基
に
地
元
芸
術
家
が
監
修
し
製
作
。高
さ
１
・
５
ｍ
、幅
１
・

７
ｍ
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
。
カ
ッ
プ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
北

ア
ル
プ
ス
に
向
か
っ
て
左
側
が
太
く
、
右
側
が
細
い
左
右

非
対
称
の
ハ
ー
ト
形
で
、
下
部
は
寄
り
添
っ
て
座
れ
る
ベ

ン
チ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
の
代
表
、
中
島
久
実
さ
ん
（
信
大
２

年
）は「
私
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
が
入
っ
て
い
て
う
れ
し
い
」。

除
幕
式
に
立
ち
会
っ
た
高
田
彰
彦
さ
ん
・
雅
江
さ
ん
夫
婦

（
常
盤
・
泉
）は「
こ
こ
は
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し
た
思
い
出
の
地
。

こ
こ
か
ら
の
夜
景
が
素
晴
ら
し
い
の
で
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で

も
っ
と
注
目
さ
れ
れ
ば
」と
話
し
ま
し
た
。

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

不
思
議
な
絵
本
を
体
験

ゆ
る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
４

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
は
全
国
３
１
３
位

恋
人
の
聖
地
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
除
幕
式
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ときめきマイ・シティー

　
八
坂
小
学
校

で
11
月
７
日
、

全
校
児
童
50
人

が
地
域
の
お
年

寄
り
20
人
か
ら
、

郷
土
に
受
け
継

が
れ
る
伝
統
的

な
文
化
を
学
ぶ

「
郷
土
学
習
交

流
会
」
が
あ
り

ま
し
た
。
交
流

会
は
30
年
程
前

か
ら
続
い
て
お

り
、
児
童
は
八

坂
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
お
年

寄
り
な
ど
か
ら
、

お
や
き
や
干
し
柿
づ
く
り
、
わ
ら
工
芸
な
ど
６
種
類
の

分
野
で
学
び
ま
し
た
。

　
お
や
き
づ
く
り
に
は
１
、２
年
生
７
人
が
挑
戦
。
お

年
寄
り
は
な
れ
た
手
つ
き
で
作
り
方
を
披
露
し
、
児
童

は
丁
寧
な
指
導
を
受
け
、
練
っ
た
生
地
に
具
を
入
れ
包

み
ま
し
た
。
お
や
き
は
校
内
に
あ
る
い
ろ
り
で
灰
焼
き

し
、
児
童
は
焼
き
上
が
っ
た
お
や
き
を
手
に
取
り
笑
顔

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
小
嶋
胡こ

弥や

さ
ん
（
２
年
）
は
「
焼
く
時
の
煙
で
目
が
痛

い
け
れ
ど
包
む
と
こ
ろ
が
楽
し
か
っ
た
」。
指
導
し
た

松
井
寿
美
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
の
お
や
き
づ
く
り
が

ど
ん
ど
ん
う
ま
く
な
る
」と
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
信
濃
木
崎
駅
の
南
東
約
４
０
０
ｍ
に
あ
る
水
田
で
、
10

月
30
日
か
ら
行
わ
れ
た
調
査
で
断
層
が
確
認
さ
れ
た
た
め
11
月

16
日
、
現
地
見
学
会
が
あ
り
、
市
内
外
か
ら
約
60
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
調
査
は
、

産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
活
断
層
・
火
山
研
究

部
門
活
断
層
評
価
研
究
グ
ル
ー
プ（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）が
実
施
。

古
い
航
空
写
真
か
ら
位
置
を
予
測
し
、
幅
３
ｍ
、
深
さ
３
ｍ
、

奥
行
き
30
ｍ
の
溝
を
掘
り
調
査
し
ま
し
た
。

　
断
層
は
、
東
側
が
西
側
に
の
し
上
が
る
形
の
逆
断
層
で
、
南

北
に
存
在
し
松
本
市
ま
で
続
き
ま
す
。
れ
き
の
層
の
下
に
あ
る

３
０
０
０
年
前
に
堆
積
し
た
砂
の
層
が
、
途
中
か
ら
約
１
・
６
ｍ

上
に
折
れ
曲
が
っ
て
お
り
（
写
真
の
白
線
部
分
）、
奈
良
時
代
か

ら
平
安
時
代
に
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
以
上
の
大
き
な
地
震
が

あ
っ
た
こ
と
が

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
同
研
究
所
研

究
員
の
勝
部
亜

矢
さ
ん
は
「
こ

こ
ま
で
き
れ
い

な
断
層
が
見
ら

れ
る
の
は
大
変

珍
し
い
。
調
査

中
、
地
域
の
人

が
こ
こ
は
安
全

だ
と
話
し
て
い

た
が
、
こ
の
変

異
を
起
こ
す
大

き
な
地
震
が

あ
っ
た
こ
と
が
実
感
で
き
る
は
ず
」と
話
し
ま
し
た
。

　
大
町
市
に
移
住
し
た
皆

さ
ん
が
親
睦
を
深
め
る
こ

と
と
、
移
住
し
て
感
じ
た

移
住
者
な
ら
で
は
の
貴
重

な
意
見
を
聞
く
た
め
、
市

定
住
促
進
協
働
会
議
は
11

月
16
日
、
大
町
公
民
館
分

室
で「
移
住
者
交
流
会
」を

初
め
て
開
催
し
、
約
50
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
と
し
４
月
に
八
坂
地

区
に
移
住
し
た
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト「
ゆ
く
り
り
っ
く
」の
皆
さ
ん

の
演
奏
の
後
、
参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
定
住
促
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
進
行
に
よ
り
、
テ
ー
マ
別
に
意
見
交
換
を

実
施
。〝
お
お
ま
ち
の
魅
力
に
つ
い
て
〟
に
は
、「
風
景
が
素

晴
ら
し
く
水
や
空
気
が
う
ま
い
」「
昔
な
が
ら
の
温
か
い
暮
ら

し
が
今
も
あ
る
」、〝
こ
ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
〟に
は
、

「
農
業
と
食
と
自
然
を
生
か
し
た
交
流
を
す
る
」「
山
の
景
観

な
ど
を
生
か
し
た
Ｐ
Ｒ
を
」「
働
く
場
の
確
保
を
」
な
ど
、
活

発
に
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。
日
頃
困
っ
て
い
る
事
や
心

配
事
な
ど
の
意
見
交
換
も
さ
れ
、「
こ
う
い
う
機
会
が
も
っ

と
あ
れ
ば
」と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　
市
定
住
促
進
協
働
会
議
は
、
今
後
の
定
住
施
策
を
進
め
る

に
当
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

八
坂
小
児
童

地
域
の
お
年
寄
り
か
ら
郷
土
文
化
を
学
ぶ

平
・
借
馬
で

過
去
の
大
地
震
の
痕
跡
を
見
学

移
住
者
が
大
町
に
つ
い
て
語
り
合
う

移
住
者
交
流
会
を
初
開
催

（独）



広報おおまち　2014.12 24

全
体
の
共
通
事
項

■
申
し
込
み
　
12
月
15
日(

月)

～

平
成
27
年
１
月
13
日(

火)

ま
で
に
、

市
役
所
本
庁
舎
の
各
担
当
窓
口
、

八
坂
・
美
麻
支
所
、
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー
、
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
、

美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
、
環
境

プ
ラ
ン
ト
、
山
岳
博
物
館
に
あ
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

各
担
当
窓
口
に
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
採
用
　
平
成
27
年
４
月

■
手
当
・
保
険
　
通
勤
距
離
に
よ

り
通
勤
手
当
を
支
給
（
２
㎞
以

上
）。
雇
用
保
険
、
社
会
保
険
が

あ
り
ま
す
。

※
一
部
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。
各
項
目
の
「
■
そ
の

他
」
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
一
般
事
務

【
一
般
事
務
】

■
募
集
人
数
　
約
20
人

■
勤
務
地
　
市
役
所
ま
た
は
市
の

施
設

■
応
募
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
る
人

※
障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い
人
も

募
集
し
ま
す
。

■
業
務
内
容
　
事
務
補
助

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
一
部
施
設
で
は
変
則
勤
務
が
あ

り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。施
設
に
よ
り
土
・

日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。
短

期
間
雇
用
も
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
６
０
０
０
円

■
採
用
試
験
　
平
成
27
年
１
月
31

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所

東
庁
舎
２
階
東
会
議
室
で
、
教
養

試
験
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

庶
務
課
職
員
係
（
市
役
所
本
庁
舎

２
階
）

℡
市
内
線
５
１
３
・
５
１
４

庶
務
課

【
電
話
交
換
手
】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
市
役
所
庶
務
課

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
次
の
勤
務
時
間

①
お
よ
び
②
の
勤
務
が
可
能
な
人

■
業
務
内
容
　
庁
内
の
電
話
交
換

業
務

■
勤
務
時
間（
交
替
制
）

①
午
前
８
時
30
分
～
午
後
１
時

②
午
後
０
時
45
分
～
５
時
15
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金
　
日
額
（
４
時
間
30
分
）

４
０
２
０
円

■
採
用
試
験
　
平
成
27
年
２
月
１

日（
日
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所

本
庁
舎
２
階
庁
議
室
で
、
面
接
を

行
い
ま
す
。

■
そ
の
他
　
社
会
保
険
の
加
入
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

庶
務
課
行
政
管
理
係
（
市
役
所
本

庁
舎
２
階
）

℡
市
内
線
５
１
１
・
５
１
２

福
祉
課（
授
産
施
設
）

福
祉
課
の
共
通
事
項

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金
　
月
額
17
万
円

■
採
用
試
験
　
平
成
27
年
１
月
24

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー
２
階
テ
レ
ビ
会
議
室

で
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

▽
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

℡
・
有
線
２
２
・
１
７
３
６

▽
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

℡
２
９
・
２
０
４
９

▽
福
祉
課
福
祉
係
（
市
役
所
本
庁

舎
１
階
８
番
窓
口
）

℡
市
内
線
４
１
２

【
作
業
指
導
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
美
麻
福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格
　
福
祉
の
仕
事
に
関

心
が
あ
り
、
普
通
自
動
車
運
転
免

平成 27 年度

大町市臨時職員募集
………………………………………………………………

市と市教育委員会では、次の職種で臨時職員を募集します。

申し込みは 平成27年1月13日(火) まで
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大町市臨時職員募集

子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課
の
共
通
事
項

■
採
用
試
験
　
平
成
27
年
２
月
１

日（
日
）午
前
９
時
か
ら
、
市
役
所

東
庁
舎
２
階
東
会
議
室
で
、
面
接

を
行
い
ま
す
。

※「
代
替
保
育
士
」「
代
替
給
食
調
理

員
」「
代
替
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
」は
、

持
っ
て
い
る
資
格
状
況
に
よ
っ
て

複
数
の
登
録
が
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

子
育
て
支
援
課
（
市
役
所
本
庁
舎

３
階
）

℡
市
内
線
６
８
１
・
６
８
２

【
月
額
保
育
士
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格

▽
過
去
３
年
以
内
に
、
市
内
保
育

園
に
月
額
保
育
士
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
人（
た
だ
し
、
そ
の
勤
務
期

間
が
３
カ
月
未
満
の
場
合
は
除
く
）

▽
平
成
26
年
度
に
市
内
保
育
園
で
、

日
額
保
育
士
と
し
て
６
カ
月
以
上

勤
務
し
て
い
た
人

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
任
（
３

歳
未
満
児
ク
ラ
ス
は
複
数
担
任
の

場
合
あ
り
）

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
月
額
18
万
５
０
０
０
円

【
日
額
保
育
士
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
資
格
が

あ
る
人
（
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
任
補
助
、

子
育
て
支
援
事
業
担
当
、
障
が
い

児
加
配
、
特
別
保
育
担
当
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
２
０
０
円

【
時
給
保
育
士
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
資
格
が

あ
る
人
（
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
任
補
助
、

子
育
て
支
援
事
業
担
当
、
障
が
い

児
加
配
、
特
別
保
育
担
当
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
う
ち
７
時
間
以
内

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
時
給
８
３
０
円

【
長
時
間
保
育
担
当
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
長
時
間
保
育
の
時

間
内
で
の
保
育

■
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
30
分
～

８
時
30
分
、午
後
４
時
30
分
～
７
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
～
25

日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
時
給
１
０
４
０
円

■
そ
の
他
　
通
勤
手
当
や
雇
用
保
険
、

社
会
保
険
の
加
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
福
祉
施
設
利
用
者

へ
の
指
導
な
ど

【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
管
理
者（
就
労
）】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー

■
応
募
資
格
　
サ
ー
ビ
ス
管
理
責

任
者
研
修（
就
労
）修
了
者
で
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
サ
ー
ビ
ス
管
理
責

任
者
業
務
お
よ
び
利
用
者
へ
の
指
導

【
代
替
保
育
士
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
資
格
が

あ
る
人
（
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
ク
ラ
ス
担
任
、
障

が
い
児
加
配
、特
別
保
育
担
当
な
ど

■
勤
務
時
間
　
保
育
園
が
必
要
と

す
る
時
間
（
緊
急
時
な
ど
保
育
園

で
保
育
士
が
足
り
な
い
と
き
に
必

要
に
応
じ
て
勤
務
）

■
勤
務
日
数
　
保
育
園
が
必
要
と

す
る
日
数

■
賃
金
　
時
給
８
３
０
円

■
そ
の
他
　
通
勤
手
当
や
雇
用
保

険
、
社
会
保
険
の
加
入
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
年
間
の
登
録
制
で
す
。
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【
日
額
給
食
調
理
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
、
衛
生

管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
６
２
０
０
円

【
時
給
給
食
調
理
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
補
助
、

衛
生
管
理
業
務
補
助
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
の
う
ち
４
時
間
以
内

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
時
給
７
７
０
円

■
そ
の
他
　
社
会
保
険
の
加
入
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
代
替
給
食
調
理
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
、
衛
生

管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
　
保
育
園
が
必
要
と

す
る
時
間
（
緊
急
時
な
ど
保
育
園

で
給
食
調
理
員
が
足
り
な
い
と
き

に
必
要
に
応
じ
て
勤
務
）

■
勤
務
日
数
　
保
育
園
が
必
要
と

す
る
日
数

■
賃
金
　
時
給
７
７
０
円

■
そ
の
他
　
通
勤
手
当
や
雇
用
保

険
、
社
会
保
険
の
加
入
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
年
間
の
登
録
制
で
す
。

【
月
額
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
、
教
員

資
格
（
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）
な

ど
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で

児
童
の
健
全
育
成
へ
の
熱
意
と
指

導
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

※
所
有
資
格
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間

▽
平
日
　
午
後
１
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
33
時
間
以
内
。
月
～
土
曜
日

勤
務

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
25
日
程
度

■
賃
金
　
月
額
13
万
３
３
０
０
円

【
パ
ー
ト
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
、
教
員

資
格
（
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）
な

ど
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で

児
童
の
健
全
育
成
へ
の
熱
意
と
指

導
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

※
所
有
資
格
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間

▽
平
日
　
午
後
１
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

※
週
24
時
間
以
内
。
月
～
土
曜
日

の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
25
日
程
度

■
賃
金
　
時
給
８
３
０
円

■
そ
の
他
　
社
会
保
険
の
加
入
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
代
替
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
保
育
士
、
教
員

資
格
（
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）
な

ど
が
あ
り
、
心
身
と
も
に
健
康
で

児
童
の
健
全
育
成
へ
の
熱
意
と
指

導
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

【
月
額
給
食
調
理
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
保
育
園

■
応
募
資
格

▽
過
去
３
年
以
内
に
、市
内
保
育
園

に
月
額
給
食
調
理
員
と
し
て
勤
務

し
て
い
た
人（
た
だ
し
、そ
の
勤
務
期

間
が
３
カ
月
未
満
の
場
合
は
除
く
）

▽
平
成
26
年
度
に
市
内
保
育
園
で
、

日
額
給
食
調
理
員
と
し
て
６
カ
月

以
上
勤
務
し
て
い
た
人

■
業
務
内
容
　
給
食
調
理
、
衛
生

管
理
業
務
な
ど

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

※
保
育
園
に
よ
り
変
則
勤
務
、
時

間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
保
育
園
に
よ
り

土
・
日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
月
額
14
万
９
０
０
０
円
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※
週
24
時
間
以
内
。
月
～
土
曜
日

の
う
ち
１
日
４
時
間
以
内

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
25
日
程
度

■
賃
金
　
時
給
７
７
０
円

■
そ
の
他
　
社
会
保
険
の
加
入
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
代
替
パ
ー
ト
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
心
身
と
も
に
健

康
で
児
童
の
健
全
育
成
へ
の
熱
意

と
指
導
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間
　
児
童
ク
ラ
ブ
が
必

要
と
す
る
時
間
（
緊
急
時
な
ど
児

童
ク
ラ
ブ
で
児
童
ク
ラ
ブ
支
援

員
・
補
助
員
が
足
り
な
い
と
き
に

必
要
に
応
じ
て
勤
務
）

※
１
日
８
時
間
以
内

■
勤
務
日
数
　
児
童
ク
ラ
ブ
が
必

要
と
す
る
日
数

■
賃
金
　
時
給
７
７
０
円

■
そ
の
他
　
通
勤
手
当
や
雇
用
保

険
、
社
会
保
険
の
加
入
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
年
間
の
登
録
制
で
す
。

生
活
環
境
課

【
資
源
物
受
け
入
れ
業
務
職
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
環
境
プ
ラ
ン
ト

■
応
募
資
格

▽
通
勤
可
能
な
地
域
に
お
住
ま
い

で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
が
あ

る
人

▽
土
曜
日
・
第
４
日
曜
日
に
勤
務

が
可
能
な
人

■
業
務
内
容

▽
受
け
付
け
兼
資
源
物
受
け
入
れ

（
パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き
る
場
合
）

▽
資
源
物
受
け
入
れ

■
勤
務
時
間

▽
月
～
金
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

▽
土
・
日
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
シ
フ
ト
制
。
土
・
日
曜
日
の
勤

務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
６
８
０
０
円

■
採
用
試
験
　
平
成
27
年
２
月
１

日（
日
）に
、
市
役
所
東
庁
舎
２
階

東
小
会
議
室
で
、
面
接
を
行
い
ま

す
。
時
間
な
ど
詳
細
は
本
人
に
通

知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
（
市
役

所
本
庁
舎
１
階
10
番
窓
口
）

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

情
報
交
通
課

【
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組
制
作
員
】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
市
役
所
情
報
交
通
課

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係
（
総
合
情
報

セ
ン
タ
ー
内
）

■
応
募
資
格
　
映
像
の
撮
影
お
よ

び
編
集
に
興
味
が
あ
り
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
番
組
制
作
（
映
像

の
撮
影
・
編
集
・
加
工
、
原
稿
の

作
成
）

※
所
有
資
格
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間
　
児
童
ク
ラ
ブ
が
必

要
と
す
る
時
間
（
緊
急
時
な
ど
児

童
ク
ラ
ブ
で
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

が
足
り
な
い
と
き
に
必
要
に
応
じ

て
勤
務
）

※
１
日
８
時
間
以
内

■
勤
務
日
数
　
児
童
ク
ラ
ブ
が
必

要
と
す
る
日
数

■
賃
金
　
時
給
８
３
０
円

■
そ
の
他
　
通
勤
手
当
や
雇
用
保

険
、
社
会
保
険
の
加
入
は
あ
り
ま

せ
ん
。
１
年
間
の
登
録
制
で
す
。

【
パ
ー
ト
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
心
身
と
も
に
健

康
で
児
童
の
健
全
育
成
へ
の
熱
意

と
指
導
で
き
る
体
力
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
登
録
児
童
の
指
導

な
ど

■
勤
務
時
間

▽
平
日
　
午
後
１
時
～
６
時

▽
土
曜
日
・
夏
休
み
な
ど
　
午
前

８
時
～
午
後
６
時

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
変
則
勤
務
、
時
間
外
勤
務
が
あ

り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
１
５
０
円

■
採
用
試
験
　
平
成
27
年
２
月
７

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー
２
階
テ
レ
ビ
会
議
室

で
、
実
技
試
験
と
面
接
を
行
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

情
報
交
通
課
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
係

℡
２
１
・
３
８
０
５
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※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
５
５
０
円

【
学
校
校
務
員
】

■
募
集
人
数
　
９
人

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
学
校
施
設
管
理
な

ど
の
用
務

■
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
７
９
５
０
円

【
文
化
会
館
・
大
町
公
民
館
・

勤
労
者
福
祉
施
設
管
理
員
】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
文
化
会
館
・
大
町
公

民
館
・
勤
労
者
福
祉
施
設

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
防
火
・
防
犯
・
清

掃
な
ど
の
施
設
管
理

■
勤
務
時
間
　
日
曜
日
お
よ
び
火
～

土
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

10
時
の
う
ち
７
時
間
45
分
以
内

※
施
設
の
休
館
日
（
月
曜
日
お
よ

び
祝
日
の
翌
日
）
は
勤
務
を
要
し

ま
せ
ん
。

■
賃
金
　
日
額
６
０
０
０
円

【
大
町
図
書
館
司
書
】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
大
町
図
書
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
図
書
館
司
書
資

格
が
あ
る
人（
平
成
27
年
４
月
１
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
図
書
館
司
書
業
務

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
７
時
15
分
の
う
ち
７
時
間
45

分

午
後
１
時
勤
務
で
日
額
３
１
１
４

円【
学
校
栄
養
士
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
栄
養
士
資
格
が

あ
る
人
（
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
学
校
栄
養
職
員
業

務■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
月
額
17
万
５
０
０
円

【
学
校
図
書
館
司
書
】

■
募
集
人
数
　
７
人

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
図
書
館
司
書
資

格
が
あ
る
人（
平
成
27
年
４
月
１
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
）

■
業
務
内
容
　
図
書
館
司
書
業
務

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時
45
分

【
月
額
学
校
給
食
調
理
員
】

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
３
年
以
上
の
学

校
給
食
調
理
業
務
経
験
が
あ
る
か
、

調
理
師
免
許
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
月
額
13
万
４
５
０
０
円

【
日
額
学
校
給
食
調
理
員
】

■
募
集
人
数
　
16
人

■
勤
務
地
　
市
内
小
中
学
校

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
15
分
～

午
後
４
時

※
学
校
に
よ
り
多
少
の
変
更
が
あ

り
ま
す
。

■
賃
金
　
日
額
５
４
５
０
円

※
美
麻
小
中
学
校
は
、
午
前
８
時

15
分
～
午
後
４
時
45
分
勤
務
で
日

額
６
２
０
０
円
、午
前
８
時
40
分
～

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会
の
共
通
事
項

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制
。施
設
に
よ
り
土
・

日
曜
日
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
採
用
試
験
　
平
成
27
年
１
月
31

日（
土
）午
前
９
時
か
ら
、
文
化
会

館
・
大
町
公
民
館
で
、
作
文
試
験

と
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

学
校
教
育
課
庶
務
係
（
市
役
所
本

庁
舎
３
階
）

℡
市
内
線
６
１
１

※「
山
岳
博
物
館
動
物
飼
育
員
」は

別
途
記
載
が
あ
り
ま
す
。
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八
坂
・
美
麻
支
所

八
坂・美
麻
支
所
の
共
通
事
項

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
が
あ
る
人

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

【
巡
回
型
介
護
予
防
事
業
指
導
員
】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
八
坂
支
所
お
よ
び
美

麻
支
所

※
週
の
う
ち
八
坂
支
所
に
３
日
、

美
麻
支
所
に
２
日
勤
務

■
業
務
内
容
　
介
護
予
防
事
業
の

企
画
・
運
営
お
よ
び
参
加
者
の
送

迎■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

■
賃
金
　
日
額
７
５
０
０
円

■
採
用
試
験
　
平
成
27
年
１
月
24

日（
土
）午
後
３
時
か
ら
、
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー
２
階
テ
レ
ビ
会
議
室

で
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

▽
八
坂
支
所
民
生
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
美
麻
支
所
民
生
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

▽
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
５
番
窓
口
）

℡
市
内
線
４
１
７

【
文
書
配
布
員
】

■
募
集
人
数

▽
八
坂
支
所
　
１
人

▽
美
麻
支
所
　
１
人

■
勤
務
地
　
各
支
所

■
業
務
内
容
　
文
書
の
配
布
、
清

掃
等
の
施
設
管
理
な
ど

■
勤
務
時
間

▽
八
坂
支
所
　
午
前
７
時
30
分
〜

午
後
４
時
15
分

▽
美
麻
支
所
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

■
賃
金
　
日
額
１
万
５
０
０
円

■
採
用
試
験
　
平
成
27
年
１
月
31

日（
土
）午
前
10
時
か
ら
、
各
支
所

で
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

▽
八
坂
支
所
総
務
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
美
麻
支
所
総
務
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

転
免
許
、
動
物
へ
の
関
心
が
あ
る

人■
業
務
内
容
　
付
属
園
内
施
設
管

理
（
簡
易
な
修
繕
、
草
刈
り
、
除

雪
な
ど
）、
動
植
物
管
理
（
給
餌
、

治
療
、散
水
な
ど
）、衛
生
管
理（
清

掃
、
消
毒
な
ど
）

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
変
則
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
、

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
日
数
　
１
カ
月
20
日
程
度

※
週
休
２
日
制

■
賃
金
　
月
額
18
万
５
０
０
０
円

■
申
し
込
み
　
作
文
「
今
ま
で
接

し
た
動
物
と
そ
の
思
い
、
飼
育
動

物
に
対
し
て
の
考
え
」
を
原
稿
用

紙
に
８
０
０
字
以
内
で
ま
と
め
、

申
込
書
と
と
も
に
山
岳
博
物
館
へ
。

■
採
用
試
験

▽
一
次
審
査
　
書
類
選
考

▽
二
次
審
査
　
平
成
27
年
２
月
８

日（
日
）午
後
１
時
30
分
か
ら
、
山

岳
博
物
館
で
、
一
次
審
査
で
選
考

し
た
人
の
面
接
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

山
岳
博
物
館

℡
・
有
線
２
２
・
０
２
１
１

■
賃
金
　
日
額
７
５
５
０
円

【
常
盤
公
民
館
管
理
員
】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
常
盤
公
民
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
施
設
使
用
受
け
付

け
、
施
設
管
理（
防
火
、
防
犯
、
清

掃
な
ど
）

■
勤
務
時
間
　
午
後
４
時
～
９
時

30
分

■
賃
金
　
日
額
６
０
０
０
円

【
社
公
民
館・民
俗
資
料
館

管
理
員
】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
社
公
民
館
・
民
俗
資

料
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
の
人

■
業
務
内
容
　
施
設
使
用
受
け
付

け
、
施
設
管
理（
防
火
、
防
犯
、
清

掃
な
ど
）

■
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
う

ち
３
日
間
以
内
の
午
後
４
時
～
９

時
30
分
、
お
よ
び
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

■
賃
金
　
日
額
６
０
０
０
円

【
体
育
施
設
管
理
員

（
芝
生
管
理
）】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
運
動
公
園
総
合
体
育

館■
応
募
資
格
　
大
型
特
殊
自
動
車

運
転
免
許
が
あ
り
、
屋
外
で
働
け

る
体
力
が
あ
る
人

■
業
務
内
容
　
芝
生
施
設
管
理
全

般
お
よ
び
市
内
体
育
施
設
管
理

（
芝
刈
り
、
薬
剤
散
布
、
施
設
補

修
な
ど
）

■
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
事
業
内
容
に
よ
り
変
則
勤
務
、

時
間
外
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
採
用
期
間
　
平
成
27
年
４
月
～

11
月

■
賃
金
　
日
額
９
８
０
０
円

【
山
岳
博
物
館
動
物
飼
育
員
】

■
募
集
人
数
　
１
人

■
勤
務
地
　
山
岳
博
物
館

■
応
募
資
格
　
通
勤
可
能
な
地
域

に
お
住
ま
い
で
、
普
通
自
動
車
運
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生涯学習
常盤公民館

大町図書館

平公民館・女性未来館ピュア

サークル体験「編み物で〝ねこ

〝

作り」

　近頃ブームの袖なしはんてん「ねこ」を編んでみま

せんか。背中ぽかぽかでかさ張らないねこは、家の中

はもちろん、外出時の重ね着としても重宝します。初

心者大歓迎です。

■日時　12月17日（水）　午前10時～午後３時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　学習室

■定員　先着15人

■講師　宮下さつ子さん（編み物教室主宰）

■協力サークル　幸せのクローバー

■費用　1,500円（中細・並太毛糸材料費）

■持ち物　６～８号の編み棒２本、昼食

■申し込み　12月１日（月）〜12日（金）までに、電話

または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■問い合わせ

平公民館・女性未来館ピュア

℡・有線２２－０６９４

年越しそば教室

　ことしは自分で年越しそばを打ってみませんか。

忙しい大晦日であっても、年越しそばを自分で打

ち、食べながらゆっくりとことしを振り返る―。そ

ば教室で腕を磨き、ご家族に打ちたてそばを振る舞

いましょう。

■日時　12月17日（水）・18日（木）　午後２時～４時

■会場　同和教育集会所（あすなろ保育園西側）

■定員　各日先着10人

■講師　綿内邦彦さん（そば打ちサークルりんどう）

■費用　1,000円（５人前材料代）

■持ち物　エプロン、三角巾、タオル、そばを持ち

帰るための容器

■申し込み　12月15日（月）までに、電話または直

接、常盤公民館へ。

■問い合わせ

常盤公民館　℡・有線２２－０３２１

クリスマスお楽しみ会
　毎年恒例のクリスマスお楽しみ会を開催します。第１部

は「おはなし会」、第２部は音楽グループ・Ｋ
カ シ ス

ＡＳｉＳによ

る「コンサート」です。大人から子どもまで楽しめるイベン

トなので、ぜひ遊びに来てください。申し込み不要、参加

無料です。

■日時　12月23日（火）　午前10時30分～正午

■会場　大町図書館　２階　視聴覚室

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線２１－１６１６
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体育協会 総合体育館

小学生スキー教室

　「まだ滑るのがやっと」「怖くてリフトに乗れない」

など、スキーを始めて間もない子や初めてスキーを履

く子を対象に、「小学生スキー教室」を開催します。寒

さを吹き飛ばして、みんなで楽しく滑りましょう。

■期日　 ▽１回目　平成27年１月24日（土）
▽２回目　平成27年１月31日（土）

※２日間の参加が原則ですが、１日のみの

参加も可能です。この場合は、１回目のみ

の参加です。

■時間　午前９時30分～午後３時

▽受け付け　午前９時～

■会場　爺ガ岳スキー場

■対象・定員　市内の小学１～３年生でスキー初心者

先着60人

■講師　大町市スポーツ推進委員

■費用　2,600円（保険料、リフト代ほか）

※１回目のみ参加の場合は、1,750円

■持ち物　スキー用具一式、帽子、ゴーグル、手袋２

セット（濡れたときの交換用）、昼食、飲み物

■申し込み　平成27年１月16日（金）までに、費用を

添えて直接、総合体育館へ。

■その他

▽スキー用具のレンタルを希望する場合は、

事前に総合体育館に申し込んでください。

レンタル料は、１日1,000円。

▽昼食は各自用意してください。豚汁を用

意します。

▽会場への送迎は、保護者が責任を持って

行ってください。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

ゲートボール教室

　ゲートボールは、状況に応じた的確な判断が必要で

常に頭を使うため、精神面での若さの維持向上ができ

ます。楽しく仲間と交流を深めながら、冬期間の運動

不足を解消しましょう。

■日時　平成27年１月15日（木）・19日（月）・21日（水）・

26日（月）・28日（水）、２月２日（月）・４日（水）・

９日（月）・16日（月）・18日（水）　全10回

午前９時～11時30分

■会場　運動公園　屋内運動場

■対象・定員　市民　先着30人

■費用　1,000円（保険料など）

■申し込み　平成27年１月13日（火）までに、費用を

添えて直接、体育協会へ。

■問い合わせ　体育協会　℡・有線２２－７６５８

大晦日を手打ちそばで！
　同和教育集会事業として、そば打ちの体験と試食

会を行います。年越しそばを自分で打ってみませんか。

初めての人もお気軽にご参加ください。

■日時　12月19日（金）　午後１時30分～４時

■会場　同和教育集会所（あすなろ保育園西側）

■定員　先着15人

■費用　1,000円（材料代）　※当日集金します。

■持ち物　エプロン、三角巾、そばを持ち帰る容器（大

きめのタッパーなど）

■申し込み　12月15日（月）までに、電話または直接、

生涯学習課人権教育担当へ。

■問い合わせ

生涯学習課人権教育担当　℡ 市 内線６２３
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情報ステーション 生涯学習
文化財センター

『若
にゃくいち

一王
お う

子
じ

神
じ ん

社
じ ゃ

　宮
く う

殿
で ん

』 （県宝）

　若一王子神社の境内は、歴史的な建造物が数多

く残っており、神仏習合の形態がはっきりと分か

ります。今回は、その中から観音堂のさらに内側

にある宮殿について、詳しくご紹介します。

　宮殿は、仏像などを安置する厨
ず

子
し

のことで、多

くの場合、特に建築的細部を持つ大型のものをい

います。王子神社の宮殿は、一間（約1.8ｍ）四方

の大きさで、屋根は入
いり

母
も

屋
や

造
づく

りの杮
こけらぶ

葺きになって

います。軒
のき

は飛
ひ

檐
えん

垂
だる

木
き

形式で、白塗りの雲
くも

形
がた

板張

りです。桟
さん

唐
から

戸
と

の上部３分の１には左右相対に天

人飛翔の絵が、下部３分の２には８個の植物絵が

彫刻彩色されています。正面左右の柱には竜の姿

を描き、３本の突き出た尾
お

垂
だる

木
き

には象鼻などの彫

刻が施され、斗
ます

組
ぐみ

の間には正面２個、左右１個ず

つの蟇
かえるまた

股を置いています。蟇股には内陸地として

は珍しいタコ、エビ、亀などの海の生物の彫刻が

あり、この宮殿の特徴ともなっています。須
しゅ

弥
み

座
ざ

には擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

高
こう

欄
らん

を回し、正面を蕨
わらび

手
て

止めしています。

　軒より下は彫刻と絵によって極彩色に塗られ、

鮮やかな漆塗りの美しさを見せています。

　観音堂と宮殿は、保管されている棟
むな

札
ふだ

から、宝

永３（1706）年に大町の大工・金原氏一族が中心

となって造営していることが分かります。

　この宮殿には、祭神の化身の仏である十一面観

音が納められ、熊野那智大社の若一王子宮を勧
かん

進
じん

したという創始とともに、熊野信仰が地方の人々

にも広がっていたことが考えられます。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 　�

文化財講座　おおまちの歴史と自然
第７回　赤蓑談と赤蓑騒動の実相

　文政８年12月14日から３日間にわたり、大町・池

田から豊科の成相新田まで、一説には、90軒余りの家々

を襲って打ち壊しや略奪の限りを尽くした「赤
あか

蓑
みの

騒

動」。残された史料によりその実相を明らかにし、何

がこの騒動の背景にあるかを考えます。受講無料です。

■日時　12月13日（土）　午後２時～４時

■会場　文化財センター

■講師　小林茂喜さん（文化財センター職員）

■申し込み　初めて受講する人は、事前に電話で文

化財センターへ。

■会場・問い合わせ

文化財センター　℡・有線２３－４７６０

大町市少年少女合唱団定期演奏会

　大町市少年少女合唱団では、例年行っている定

期演奏会を開催します。今回は、さまざまな歌を

純粋に聞いて楽しんでいただく「第１・２ステー

ジ」、ことし大ヒットしたあの曲や楽しい演出を

入れた見て聞いて楽しめる「第３ステージ」を用

意しています。団員一同、大勢の皆さんのご来場

をお待ちしています。

■日時　12月14日（日）

▽開演　午後２時

▽開場　午後１時30分

■会場　文化会館　大ホール

■問い合わせ

文化会館　℡・有線２２－９９８８

大町市の文化財
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募
集

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

大
原（
大
町
）＝
１
戸（
２
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

中
原（
大
町
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

借
馬（
平
）＝
１
戸（
２
Ｋ
Ｂ
）

西
平（
美
麻
）＝
１
戸（
４
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

中
村（
美
麻
）＝
１
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

27
年
１
月
１
日（
木
）か
ら
入
居
で
き
ま

す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｋ
＝
台
所
、
Ｄ
Ｋ
＝
台

所
兼
食
事
室
、
Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、

Ｙ
＝
浴
槽
付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
勤
め
て
い
る
人
で
、
単
身
世
帯
ま
た

は
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得
が
一

定
額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う
人

▽
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み
　
12
月
15
日（
月
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

お
知
ら
せ

調
査
に
ご
協
力
を

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

　
平
成
27
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国

一
斉
に〝
農
林
業
の
国
勢
調
査
〟と
い
わ

れ
る「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
今

後
の
農
林
業
に
関
す
る
政
策
に
役
立
て

る
た
め
に
、
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る

極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　
26
年
12
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
皆
さ
ん
の
所
に
、
農
林
業
セ
ン

サ
ス
調
査
員
証
を
携
行
し
た
調
査
員
が

訪
問
し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営

状
況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
票
に
記
入
し
た
事
項
は
、
統
計

以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係
　
℡
市
内
線
５
２
２

大
町
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
変
更
案
の
縦
覧

　
長
野
県
で
は
、
大
町
都
市
計
画
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
こ
の
「
大
町
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
（
大

町
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）

変
更
案
」
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
変
更
案
を
縦

覧
し
ま
す
。
期
間
中
に
は
意
見
書
（
様

式
任
意
）を
提
出
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間
　
12
月
１
日（
月
）～
15
日

（
月
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
　
※
平
日
の
み

■
縦
覧
場
所
　
長
野
県
都
市
・
ま
ち
づ

く
り
課
、
大
町
建
設
事
務
所
整
備
課
、

大
町
市
建
設
課
計
画
係

　
長
野
県
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
も
縦
覧
で

き
ま
す
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

▽
長
野
県
建
設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り

課℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
２
９
７

▽
大
町
建
設
事
務
所
整
備
課

℡
２
３
・
６
５
３
４

▽
大
町
市
建
設
課
計
画
係

℡
市
内
線
６
７
３

認
知
症
介
護
者
の
会

　
市
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
交
流
や
、
自
身
の
心

身
の
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
て

「
認
知
症
介
護
者
の
会
」を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。
介

護
者
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
19
日（
金
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
市
役
所
本
庁
舎
　
２
階
　
西

第
１
・
２
会
議
室

■
内
容
　
座
談
会
、
軽
体
操

■
そ
の
他
　
本
年
度
は
、
お
お
む
ね
２

カ
月
に
１
回
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
　
℡
市
内
線
４
１
７

平
成
27
年
度
長
野
県

「
地
域
発 

元
気
づ
く
り
支
援
金
」

説
明
会

　
長
野
県
で
は
、
地
域
の
元
気
を
生
み

出
す
モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業

を
支
援
す
る
た
め
、「
地
域
発
　
元
気

づ
く
り
支
援
金
」
に
よ
り
、
地
域
づ
く

り
を
実
践
さ
れ
る
皆
さ
ん
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
27
年
度
の
募
集
に
つ
い
て
、

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
16
日（
火
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
　
２

階
　
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０
・
８
３
１

▽
北
安
曇
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課

℡
２
３
・
６
５
０
１
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情報ステーション
nformationI

自主番組　午後8：45
＊ダイヤル１１９……………………… ２日（火）
「やけどや窒息に対する応急手当て」
▷内容　大町消防署の若手署員に、冬場に起こり
やすいけがの処置についてお話しいただきます。

＊お答えします　税務署です………… ６日（土）
「年末調整について」
▷内容　大町税務署総務課の大月慎治さんにお
話しいただきます。

＊きらり★大町人……………………… ９日（火）
「常盤にお住まいの保科ちあきさんのご紹介」
▷内容　大町市の「恋人の聖地　黒部ダムの麓 
信濃大町」選定と市制施行60周年・合併10年を
記念し、オリジナル曲「恋して…おおまち」をリ
リースした保科さん。作詞、作曲、唄、全てを
手掛けました。大町の応援歌誕生秘話をお伺い
します。

◆年内は、12月31日（水）午後５時で放送終了で
す。新年は、１月３日（土）午前８時30分から「新
年特別放送」をお送りします。

■問い合わせ
　大町市有線放送　℡・有線２２－１２９７

補
給
し
た
後
、
キ
ャ
ッ
プ
が
完
全
に
閉

ま
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
灯
油
が
ス

ト
ー
ブ
に
か
か
り
出
火
し
た
ケ
ー
ス
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
可
燃
性

ガ
ス
が
使
わ
れ
て
い
る
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー

を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
使
用
し
た
た
め
、

引
火
し
爆
発
や
火
災
に
至
る
ケ
ー
ス
も

近
年
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

■
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
出
火
を
防
ぐ
た
め

に
守
る
こ
と

▽
ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
は
常
に
整
理
整
頓

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▽
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
絶
対

に
干
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は
、

ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
出
火
に
注
意
！

　
12
月
に
入
り
肌
寒
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
の
火
災
と

し
て
は
、
暖
房
器
か
ら
の
も
の
が
多
く

な
り
ま
す
。
総
務
省
消
防
庁
の
調
べ
で

は
、
昨
年
、
死
者
が
発
生
し
た
住
宅
火

災
の
原
因
は
、
１
位
が
た
ば
こ
、
２
位

が
ス
ト
ー
ブ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
出
火
原
因
と
し
て

は
、
洗
濯
物
を
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
乾
か

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
水
分
が
蒸
発
し
軽

く
な
り
、
熱
気
な
ど
で
ス
ト
ー
ブ
上
に

落
下
し
火
災
に
至
る
ケ
ー
ス
や
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
に

必
ず
消
火
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
寝
る
と
き
や
出
掛
け
る
と
き
は
、
必

ず
消
火
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ー
ブ
を
付

け
た
ま
ま
寝
る
と
、
布
団
な
ど
に
接
触

し
て
火
災
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

▽
ス
プ
レ
ー
缶
を
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で

使
用
し
た
り
、
近
く
に
置
い
た
り
す
る

の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
火
災
や
爆
発

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
、
快
適
な
冬
の
生
活
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
消
防
署
　
℡
２
２
・
０
１
１
９

市議会12月定例会
生放送（午前10：00）

＊一般質問…………………………… 2日〜  4日
＊本会議……………………………………… 12日

再放送
＊一般質問……………… 5日〜 7日　午後１時

8日〜13日　午後８時

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊西小学校音楽会・ピュアコンサート…… １日〜 7日
＊文化祭（再放送）……………………… １日〜14日

仁科台中学校「蓮華祭」・八坂中学校「やまびこ祭」
第一中学校「こぶし祭」・美麻小中学校「梨の木祭」

＊市民芸術祭
　市民芸能…………………………… 8日〜14日
　Sky Blue コンサート……………… 15日〜21日
　Dance! 2014… …………………… 22日〜28日
＊ご当地対決！地酒編……………… 8日〜14日
＊一中吹奏楽ＬＩＶＥ……………… 15日〜21日
＊大町市制施行60周年・合併10年記念式典
　第１部……………………………… 22日〜28日
　第２部…………………………… 29日〜1月4日
＊大町市民吹奏楽団定期演奏会… 29日〜1月4日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。

◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページでご覧ください。信濃毎日新聞の中信
版、大糸タイムスにも毎日掲載しています。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ12月の番組から ●

● 有線放送12月の番組から ●
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室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります
▷高圧洗浄機（約10年前購入）……………………応談
▷電動チェーンソー（約15年前購入、バーサイズ30㎝）

………………………………………………………応談
▷電動かんな（約15年前購入、刃幅82㎜）………応談
▷石油こんろ（数回使用、約W45・D45㎝） ……無料
▷食器洗い乾燥機（新品、８人用）…………………無料
▷食器洗い乾燥機（新品、５人用）…………………無料

●譲ってください
▷ベッド（シングル以上）
▷プレイステーション２、ファミリーコンピュータの部品

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

図書館だより
－今月のおすすめ本－

（日本らしいお正月を迎えましょう）

なごみ歳時記［年中行事］
������������� 三浦　康子／監修

歳時記を知らなくても時は過ぎていきますが、知
ることにより、何気ない日常に意味が生まれます。

神さまをまねく開運お掃除［生活］
������ 大津　たまみ、木村　徳宏／監修

悪運を招く汚れ・埃・ごみをきれいに払って神
様を自宅に招きましょう。写真で分かりやすく
掃除法を伝授しています。

知識ゼロからのそば入門［料理］
�������������� 鵜飼　良平／著

そばの打ち方や食べ方、いわれなど、そば雑
学を分かりやすく解説しています。

定番おせちとお祝い料理［料理］
������������� 小栗亜希子／編集

黒豆・田作りなど、初心者でもうまく作れるよ
うに、写真を多く使って定番のおせちの作り方
を紹介しています。

酒蔵で訪ねる信州［食品工業］
�������� 川崎　史郎、小林　敬一／著

地元大町市の三蔵をはじめ、県内の酒蔵が背
負う地域の歴史や銘柄にまつわるエピソードを
知ることができます。

お茶の愉楽　日本茶［茶］��� 高宇　政光／監修
身も心も温まる日本茶の楽しみ方や、日本茶と
合う冬のお菓子、お茶を楽しむ器を紹介してい
ます。

－貸出ベスト３（10月）－
(一般)
No.1　帰郷［小説］�����  新津　きよみ／著
No.2　面白可笑しくこの世を渡れ［エッセイ］
�������������� 遠藤　周作／著
No.3　作って楽しむ信州の粉食［料理］
������������� 横山　タカ子／著

(子どもの本)
No.1　はらぺこあおむし［外国の絵本］
����������� エリック・カール／作
No.2　ものすごくおおきなプリンのうえで［日
本の絵本］��������� 二宮　由紀子／文
No.3　おおきなかぶ［ロシア民話］
�� Ａ・トルストイ／再話、内田　莉莎子／訳

－今月の推薦図書－

十二支のことわざえほん
高畠　純／作・絵　　教育画劇
　「羊の皮を着た狼」＝「ひつじ
のけがわをかぶっているおお
かみ」。親切なふりをして、悪だくみや下心を隠
している危ない人をいうように、十二支にまつ
わることわざを易しく紹介している絵本です。

－催し－

おはなしの森���������������
������ 毎月第１土曜日　午前10時30分
おいで　えほんのおへや����������
�������� 毎月第２火曜日　午前11時
おりがみ教室������ 毎週日曜日　午後２時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

今
月
の
納
税
な
ど

市
県
民
税
…
…
…
…
…
…
…
…
第
４
期

国
民
健
康
保
険
税
…
…
…
…
…
12
月
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
12
月
分

保
育
料
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
分

市
営
住
宅
使
用
料

定
住
促
進
住
宅
使
用
料

雇
用
促
進
住
宅
・
駐
車
場
使
用
料

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
月
分

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料
…
…
12
月
分

上
下
水
道
料
…
…
…
…
…
…
…
12
月
分

納
期
限
は
27
年
１
月
５
日（
月
）

＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 29,293（－ 35） 転入   48

男 14,189（－ 15） 転出   68

女 15,104（－ 20） 出生   18

世帯数 11,815（－ 10） 死亡   33
※ 11 月 1 日現在、（　）内は前月比

　
22
ペ
ー
ジ
の
記
事
、「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
®
グ
ラ
ン
プ
リ
」

の
後
日
談
。
お
お
ま
ぴ
ょ

ん
と
パ
レ
ー
ド
し
た
田
之

尻
彩
有
さ
ん
の
お
母
さ

ん
か
ら
の
メ
ー
ル
に
よ
る
と
、
お
お
ま
ぴ
ょ

ん
の
大
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
彩
有
さ
ん
は
そ
の

後
、
毎
日
の
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
画
像

を
見
た
り
似
顔
絵
を
描
い
た
り
、
寝
る
時

も
ぬ
い
ぐ
る
み
に
話
し
掛
け
な
が
ら
寝
た

り
と
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
の
名
前
が
出
な
い
日

が
な
い
と
の
こ
と
。
彩
有
さ
ん
の
妹
も
保
育

園
の
か
ば
ん
に
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
付
け「
先

生
に
ば
れ
る
ま
で
は
付
け
て
、
お
お
ま
ぴ
ょ

ん
と
一
緒
に
居
る
ん
だ
！
」と
言
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
お
お

ま
ぴ
ょ
ん
お
世
話
係
の
職
員
は「
こ
ん
な
に

お
お
ま
ぴ
ょ
ん
を
愛
し
て
く
れ
る
な
ん
て
…
。

何
て
い
い
子
だ
。
私
…
、
泣
き
そ
う
で
す
」。
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この広報紙は再生紙を使用し、石油溶剤のかわりに
大豆油を使用した大豆インキで印刷しています。

■編集　大町市役所　総務部情報交通課広聴広報係（〒398-8601大町市大町3887　☎ 22-0420  FAX23-5050）　■印刷　㈱奥村印刷所

くらしの案内板12月
無料相談
社会保険・
年金・労働

13日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
13日・27日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（水）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

9日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=稲葉治久弁護士 （次回は1月13日　原山邦章弁護士）

市民なんでも
相談（要予約）

26日（金）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

行 政

17日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

17日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

17日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 18日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

18日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性

11日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52525日（木）

9:00〜12:00

育 児
12日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故 25日（木）
10:00〜15:00 大町合同庁舎

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
8日・22日

月曜日
13:00〜16:00 総合福祉

センター
社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
8日・22日

月曜日
13:00〜15:00

人 権 18日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 16日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）　　　　    （9:00〜17:00）

  7日（日）
内 菊地クリニック  （上一） ☎ 21-2580

外 安曇総合病院  （池田町） ☎ 62-3166

14日（日）
内 平林医院　　  （六九町） ☎ 22-2525

外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

21日（日）
内 横澤内科医院  （下仲町） ☎ 22-0371

外 栗林医院　　  （上仲町） ☎ 22-0305

23日（火）
内 野村クリニック（東若宮町） ☎ 85-0085

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

28日（日）
内 大町協立診療所（大新田町） ☎ 26-5200

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

30日（火）
内 伊東医院　　  （大黒町） ☎ 22-0077

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

31日（水）
内 柿下クリニック  （清水） ☎ 21-1230

外 安曇総合病院  （池田町） ☎ 62-3166

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。（9:00〜12:00）

  7日（日） 丸山歯科クリニック（松川村） ☎ 62-0648

14日（日） 宮下歯科医院　　  （上仲町） ☎ 22-0297

21日（日） 岡江歯科医院　　  （松川村） ☎ 62-9888

23日（火） 砂田歯科医院　　  （高見町） ☎ 22-0648

28日（日） 竹内歯科医院　　  （池田町） ☎ 62-2151

29日（月） 武田歯科医院　　  （白馬村） ☎ 72-8060

30日（火） 西澤歯科医院　　　  （幸町） ☎ 22-5091

31日（水） 佐藤歯科医院　　  （相生町） ☎ 23-3211

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。 （9:00〜17:30）

  7日（日） 轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512

14日（日） タカミ薬局　　　  （下仲町） ☎ 22-0180

21日（日） いちご薬局　　　  （高見町） ☎ 21-3311

23日（火） はなのき林薬局  （東若宮町） ☎ 85-0595

28日（日） はなのき林薬局  （東若宮町） ☎ 85-0595

30日（火）
カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

31日（水） かみいち林薬局　　  （上一） ☎ 26-3025

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 7日㈰・14日㈰・21日㈰・23日㈫・28日㈰・29日㈪・30日㈫・31日㈬

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


